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平成 22 年度の成果報告会は 3 月 11 日に開催しました。それから 1 年が経過しました。

2011．3．11 東北地方太平洋沖地震による未曾有の東日本大震災では、“想定外”という言

葉を何度となく聞き及びました。そして、政治も経済も科学技術も全く役に立たず、最後

は音楽、文学、宗教が生き抜く力となったことをまざまざと見せつけられました。 

そうした中、「前へ！～東日本大震災と戦った無名戦士たちの記録～」（麻生幾著）の第 2

章に「道を啓け！未曽有の津波災害と戦った猛者たち」と題して、国土交通省東北地方整

備局職員の方々の昼夜に及ぶ数日間の復興支援の奮闘の有り様が詳細に書かれています。

交通量が少なく費用対効果（B/C）が小さいため、マスメディアから公共工事批判の標的に

されていた三陸自動車道が、実は、今回の東日本大震災の災害復興に大いに役に立ったの

です。 

塩野七生氏著の「ローマ人の物語 X（すべての道はローマに通ず）」には、古代ローマ人

が築き上げた道路網や水道網などのインフラストラクチャーは、“人間が人間らしい生活を

送るために必要な大事業”であり、“経済力が向上したからではなく経済力を向上するため

にやるもの”、“膨大な経費をかけ多くの人々が参加し長い歳月を要して現実化するもの”、

そして、“インフラがどうなされるかはその民族のこれからの進む道まで決めてしまう”、

とまで記されています。 

ハンニバル率いるカルタゴ軍は、まるで津波が怒涛のごとく押し寄せるかのようにロー

マ帝国に襲いかかったのでしょう。だからローマの街道は袋小路にならないように逃げ道

をいくつも作って、ネットワーク化されていたのです。カルタゴ軍の襲来は今回の東北地

方太平洋沖地震による津波と重なり、“人間津波”と思えてなりません。 

 

わが国は、高度経済成長期に膨大な数のインフラ構造物を建設してきました。土木の範

囲は河川・道路・港湾・上下水道・鉄道・電力など幅広く、人々の暮らしはこれらのイン

フラなしには一日たりとも成立しません。それにもかかわらず、“コンクリートから人へ”

がキャッチフレーズとして政治的に使用されたり、また、マスメディアによる公共事業批

判は収まる気配を見せず、公共事業不要論まで出ている有り様です。その結果、土木に対

する若者の人気も凋落傾向にあります。大学入試での土木系学科の志願倍率や偏差値に如



実に反映されています。塩野七生氏の「民族のこれからの進む道」という言葉が脳裏から

離れません。 

インフラ構造物をストックとして長期にわたって維持管理していくことは、“日本の将

来”にも大きく関わることです。「コンクリートから人へ」は「コンクリート or 人」とい

う印象を植えつけていますが、私たちは膨大な数の“インフラ構造物の維持管理”をミッ

ションとして、持続可能な社会を構築していかなければなりません。「コンクリートから人

へ」の強いキャッチフレーズが公共事業不要論へと世論を誘導したことは極めて大きいの

です。前土木学会コンクリート委員長宮川豊章教授（京都大学）も「コンクリートから人

へ」を批判し、「Concrete or Human」でなく「Concrete for Human」であり、実は“ｆ”

が抜けていると断じられておられます。 

  

平成 23 年度の成果報告会では、これまでの 3年間実施して参りました成果報告会と少し

趣向を変えています。土木構造物の維持管理のみならず社会インフラ全体にわたるシンポ

ジウムを企画しました。 

桒野修司様（国土交通省九州地方整備局）には、『“活力ある九州”の実現に向けた社

会資本整備』、藤井聡様（京都大学）には、『公共事業が日本を救う～今こそ、「レジリ

エンス」ある国づくりを～』という題目で特別講演をお願いしております。また、細田

暁様（横浜国立大学）と田村隆弘様（徳山高等専門学校）にはインフラ構造物の維持管

理に関して話題提供をお願いしております。最後に「日本を元気に！熱血土木談義」と

いうテーマでパネルディスカッションを予定しています。 

 

観光ナガサキを支える“道守”養成ユニットも４年目を終了しました。おかげさまで、

この４年間で、道守７名、特定道守 36 名、道守補 114 名、道守補助員 151 名の認定者を輩

出することができました。これは当初の目標を大幅に上回る認定者数であり、平成 22 年 10

月の文部科学省による中間審査でも高い評価を受けました。長崎県内の交通インフラ構

造物のメンテナンスに対する長崎県内の建設業界等の方々の関心の高さが窺えます。これ

もひとえに長崎県土木部をはじめ、県内の各自治体関係部署、長崎県建設業協会、長崎県

測量設計業協会、長崎県建設技術研究センターの多くの方々からのご支援とご指導の賜物

と感謝しております。 

本プログラムの継続的な実施運営は多くの方々のご協力、ご支援がなければあり得ま

せん。今後将来にわたって本プログラムを継続してゆくために、自立と経営の道をめざ

していく所存でございます。平成 24 年度が文部科学省からの補助を受けるのが最後の

年度です。今後どのように本講座を継続し発展させていくかを検討していかなければな

りません。今後もこれまでどおりご指導とご鞭撻を賜りますようどうぞ宜しくお願い申

し上げます。 
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１ 事業概要 

 

１．１ 事業名 

 

「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」 

 

１．２ 事業目的 

 

観光立県を目指す長崎県には教会群等の観光資源が離半島に点在し、それらを結ぶ渡

海橋や港湾等のインフラ構造物が多数存在する。県の財政状況は厳しく、建設事業費は

削減され、維持管理費の増額も見込めない状況にある中、これらインフラ構造物の維持

管理に関しては費用や人材の面で課題がある。長崎県と密接に連携を図り、県内の自治

体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、“まちおこし”の基盤と

なる道路構造施設等のインフラ構造物の維持管理や再生・長寿命化に携わる各種技術レ

ベルの“道守”（道守、特定道守、道守補、道守補助員）を養成し、観光立県の交通イン

フラ施設の維持管理に貢献するとともに、新たなインフラ維持管理の技術と産業を振興

し、観光と産業の両面から地域再生と活性化を支援する。 

 

１．３ 地域再生人材創出構想の内容 

 

県内の自治体職員、建設・コンサルタント業、NPO、地域住民を対象とし、道路構造施

設の維持管理に携わる“道守”を養成し、“まちおこし”の基盤となるインフラ構造物

の再生・長寿命化に係わる人材を創出することを目的としている。技術士、博士、診断

士、土木施工管理技士等のレベルに応じた基礎知識、応用能力をもつ人材と、一般市民

（ボランティア、愛護団体等）を対象として構造物の日常的な観察・点検ができる人材

を養成する。インフラの維持管理には調査、診断、特定高度技術が必要であるため、講

義、演習、実習等を組み合せた総合的なコースを設置する。また、一般市民に対しては

公開講座コースを設定する。本人材養成ユニットをインフラ長寿命化センターの任務と

して位置づけ、終了後も継続的に人材養成事業を実施展開する。これらを遂行すること

により、観光振興及び新産業創出の両面から雇用創出と地域再生・活性化を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース レベル 対象者 

道守補助員 講義レベル 市民講座 一般市民 

道守補 土木施工管理技士 

特定道守 診断士 

道守 

到達レベル 

技術士・博士 

・地元自治体職員 

・地元自治体 OB 

・地元企業職員 

・地元企業 OB など 
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１．４ 本事業の運営委員会委員 

 

センター長   ： 松田 浩 

副センター長  ： 山下 敬彦 

副センター長 ： 中村 聖三 

第１部門長    ： 奥松 俊博 

第２部門長   ： 才本 明秀 

第３部門長    ： 森田 千尋 

産学官連携研究員   ： 出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

事務補佐員   ： 松永 佳代子 

技能補佐員  ： 樋口 亮 

 

所 属 氏 名 役 職 

工学研究科 工学領域 松田 浩 教授 

工学研究科 工学領域 山下 敬彦 教授 

工学研究科 工学領域 中村 聖三 教授 

工学研究科 工学領域 奥松 俊博 准教授 

工学研究科 工学領域 才本 明秀 教授 

工学研究科 工学領域 森田 千尋 准教授 

工学研究科 工学領域 原田 哲夫 教授  

工学研究科 工学領域 蒋 宇静 教授 

工学研究科 工学領域 夛田 彰秀 教授 

工学研究科 工学領域 勝田 順一 准教授 

工学研究科 工学領域 田邉 秀二 教授 

工学研究科 工学領域 森山 雅雄 准教授 

工学研究科 工学領域 田中 俊幸 准教授 

工学研究科 工学領域 近藤 慎一郎 准教授 

工学研究科 工学領域 下本 陽一 准教授 

工学研究科 工学領域 西田 渉 准教授 

工学研究科 工学領域 山口 朝彦 准教授 

工学研究科 工学領域 杉本 知史 助教 

工学研究科 工学領域 安武 敦子 准教授 

工学研究科 工学領域 坂口 大作 准教授 
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工学研究科 工学領域 西川 貴文 助教 

工学研究科 工学領域 諸麦 俊司 助教 

教育学部 全 炳徳 教授 

水産・環境科学総合研究科 環境科学領域 高尾 雄二 教授 

水産・環境科学総合研究科 環境科学領域 杉山 和一 准教授 

 

１．５ 本事業の執行者 

 

運営協議会 

委 員 長 
長崎大学大学院工学研究科 

インフラ長寿命化センター センター長 
松田 浩 

副委員長 長崎県土木部 部長 村井 禎美 

副委員長 (社)長崎県建設業協会 会長   谷村 隆三 

委  員 
長崎大学大学院工学研究科 

インフラ長寿命化センター 副センター長 
山下 敬彦 

委  員 
長崎大学大学院工学研究科 

インフラ長寿命化センター 副センター長 
中村 聖三 

委  員 (社)長崎県測量設計業協会 会長  藤瀬 政則 

委  員 (財)長崎県建設技術研究センター 理事長 中村 正 

委  員 
長崎大学大学院工学研究科 

研究企画推進委員会 委員長 
蒋 宇静 

委  員 長崎大学大学院工学研究科 教授 夛田 彰秀 

委  員 運営協議会幹事会 幹事長 森田 千尋 

 

運営協議会幹事会 

幹 事 長 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター マネジメント戦略部門長 
森田 千尋 

副幹事長 長崎県土木部建設企画課 課長 田村 孝義 

幹  事 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター 補修補強、材料・工法部門長 
才本 明秀 

幹  事 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター モニタリング・健全度診断部門長 
奥松 俊博 

幹  事 長崎県土木部道路維持課 課長 田﨑 敏昭 

幹  事 (社)長崎県建設業協会 事業コーディネータ 松村 恵太郎 

幹  事 (社)長崎県測量設計業協会 技術副委員長 吉川 國夫 

幹  事 (財)長崎県建設研究センター 技術部長 松尾 善章 
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審査委員会 

委員長 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター センター長 
松田 浩 

副委員長 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター 副センター長 
山下 敬彦 

副委員長 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター 副センター長 
中村 聖三 

委 員 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター モニタリング・健全度診断部門長 
奥松 俊博 

委 員 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター 補修補強、材料・工法部門長 
才本 明秀 

委 員 
長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化

センター マネジメント戦略部門長 
森田 千尋 
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１．６ 運営協議会・幹事会の議事録 

 

第 1 回運営協議会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2011 年 4 月 19 日(火) 17:00～19:00 

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会委員 

村中幸治氏（長崎県土木部長：村井氏代理）、谷村隆三氏（(社)長崎県建設

業協会会長）、森重孝志氏（(社)長崎県測量設計業協会会長：藤瀬氏代理）、

中村正氏（(財)長崎県建設技術研究センター理事長）、松田浩教授、中村聖

三教授、蒋宇静教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

出水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員 

議事 第１回運営協議会開催 

受講者（道守・特定道守・道守補（前期））選考、道守補コース（後期）開

催 他 

1.報告事項 ・運営協議会の委嘱状交付および委員紹介 

・平成 23 年度年間スケジュールについて 

・「道しるべ」第 8 号の発行 

2.審議事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 

(2)道守補（後期）養成コース開催について 

(3)認定の更新について 

(4)道守地域ネットワーク構築について 

(5)その他 

3.決定事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 

・受講者選考の内規において、同一企業から複数名の応募があった場合の

優先順位に関して、「年齢が高い方を優先」から「所属企業の希望する者

を優先」との改訂の提案があり了承された。 

・道守養成コースの受講希望者 2 名から、2 名全員を受講者として選出し

た。 

・特定道守養成コースの受講希望者 17 名（コンクリート構造 12 名、鋼構

造 5 名）から、14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）を受講者と

して選出した。 

・道守補（前期）養成コースの受講希望者 36 名から、受講者選定の内規を

もとに優先順位付けを行い上位 17 名を受講者候補者とし，申込 No4、No6

の 2 名の受講希望者は後期受講希望であったため、優先順位 17 位までの

計 15 名を受講者として選出した。 
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・受講者選考に関して、「応募回数」、「活動ポイント」、「所属企業住所の細

分化（営業所等）」、「自宅住所」等についても優先順位に考慮するかを学

内で検討後、内規の改定案作成し、次回の運営協議会前に各委員に確認

することとなった。 

(2)道守補（後期）養成コース開催について 

・道守補（後期）養成コースの講義会場を県北振興局（近辺施設含む）お

よび対馬振興局とすることが了承された。 

・募集要項内、「受講のための資格・要件」の項目において、これまで記載

されていた「原則として、一級・二級土木施工管理技士、技術士補、RCCM

のいずれかの資格を有する」という記述を削除することが提案され了承

された。ただし、応募者多数の場合の選考の際には引き続き考慮するこ

ととし、その旨、募集要項に記載することとした。 

(3)認定の更新について 

・これまで認定者には、毎年度（4 月～3 月）の活動報告を 12 月末に行っ

てもらっていたが、更新年度のポイントの整理等を考慮し、今後は毎年

1 月末に前年の 1 月～12 月（初年度のみ 4 月～12 月）までの活動内容を

報告することが提案され了承された。あわせて「認定後の活動と更新に

ついて」を改訂することが了承された。 

(4)道守地域ネットワーク構築について 

・認定者同士が連絡を取り合える道守地域ネットワークの設立が提案され

了承された。事前アンケートの結果から、県内の 4 地区をモデル地区と

し、6 月に開催予定の「認定者のつどい（OB 会）」で認定者に提案後、活

動を行ってもらうこととなった。 

(5)その他 

・委員より成果報告会に関して、「3 月の開催では、年度末で企業、自治体

ともに参加が難しい」との意見があり、開催時期を検討することとなっ

た。 

4.今後の 

進め方 

・次回は 8 月頃、道守補コース（後期）の受講者の決定および道守補コー

ス（前期） の合否を審議することとなった。 

特記事項 ・特になし 

 

第 2 回運営協議会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2011 年 8 月 25 日(木) 15:00～17:00 

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会委員 

田村孝義氏（長崎県土木部長：村井氏代理）、谷村隆三氏（(社)長崎県建設
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業協会会長）、森重孝志氏（(社)長崎県測量設計業協会会長：藤瀬氏代理）、

中村正氏（(財)長崎県建設技術研究センター理事長）、松田浩教授、中村聖

三教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

出水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員 

議事 第２回運営協議会開催 

道守補（前期）合否判定、道守補コース（後期）受講者選考 他 

1.報告事項 ・道守補助員開催（南島原会場、平戸会場） 

・第 2 回認定者のつどい開催 

・第 1 回、2 回一期生のつどい開催 

・「道しるべ」第 9 号の発行 

2.審議事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について 

(2)道守補コース（後期）養成者選考について 

3.決定事項 (1)道守補コース（前期）合否判定について 

・道守補コース（前期）受講者 15 名に平成 22 年度道守補コース（後期）

の不合格者 1 名を加えた計 16 名のうち 14 名を合格とすることが了承さ

れた。 

・｢補－14｣に関しては、総合得点が規定の 6 割に達していないため不合格

とし、後期に再試験を行うことが了承された。 

・｢補－2｣に関しては、現場実習を未受講のため、後期日程の現場実習に参

加することを条件に合格とすることが了承された。 

・道守補コースの認定試験を受験した特定道守コース受講者のうち｢特－2｣

が規定の 6 割に達していないため、後期に再試験を行うことが了承され

た。 

・平成 23 年 1 月に開催した運営協議会で意見のあった特定道守、道守コー

スの合否判定基準について審議があり、これまでどおり道守補コースと

特定道守コースの範囲の試験結果を総合的に判定して合否を決定するこ

とが了承された。ただし、道守補コース範囲の試験に関しては、試験結

果を受講者に通知することとし、特定道守コース受講者には道守補コー

スの結果が合否に影響する旨の説明を行い、希望者は再試験を受験でき

るようにすることとなった。 

・アンケート結果より、｢点検実習について認定者の参加が多く要点等が聞

き取りにくかった｣、｢第三者の安全対策が難しいのではないか｣との意見

があり、今後は受講者と認定者を分けて実習を行なうことが了承された。

なお、詳細については今後検討を行うこととなった。 

(2)道守補コース（後期）養成者の選考について 

・受講者選定の内規をもとに、受講希望者 23 名（佐世保会場 14 名、対馬

会場 9 名）から、20 名を受講者とすることが了承された。 
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・受講者の選考基準に関しての審議が行われ、地域性の評価に際しては、

受講希望者の勤務地を基本条件とし、順位付けできない場合には、自宅

住所を考慮することが了承された。 

・地域性を評価する際、認定者数を各地区の人口または建設業協会所属認

定者数で補正し順位付けに考慮することが提案されたが、本件に関して

は各種関連団体等のデータを収集し、次回の委員会で再度審議すること

となった。 

・地域性の評価に関しては、今回の決定事項は内規には特に記載せず委員

の共通認識とすることとなった。 

・後期日程の受講者選考に際しては、地域性、企業優先度の評価における

認定者数に前期の受講者数を反映させることが了承された。 

・過去の応募回数、活動ポイント等を優先度にどのように反映させるかに

ついての審議があり、これまでと同様に所属企業、所属地域の認定者数

をもとに優先順位付けを行い、それでも優劣を付けることが出来ない場

合に考慮することを、内規に記載することとなった。 

4.今後の 

進め方 

・次回は 1 月頃、道守補コース（後期）、特定道守コース、道守コースの合

否を審議することとなった。 

特記事項 ・特になし 

 

第 3 回運営協議会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2012 年 1 月 18 日(水) 17:00～18:30 

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会委員 

田崎敏昭氏（長崎県土木部長：村井氏代理）、野田浩氏（(社)長崎県建設業

協会会長：谷村氏）、藤瀬政則氏(社)長崎県測量設計業協会会長）、中村正

氏（(財)長崎県建設技術研究センター理事長）、松田浩教授、夛田彰秀教授、

森田千尋准教授 

オブザーバー 

出水享研究員、渡部祐介研究員 

議事 第３回運営協議会開催 

道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定、平成 24 年度の計画 他

1.報告事項 ・道守補助員開催（大村会場、西彼会場、長崎会場） 

・シンポジウム「地域の道路インフラを考える」（2/10 開催予定） 

・平成 23 年度成果報告会（3/9 開催予定） 

・認定者からの要望書 

2.審議事項 (1)道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 
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(2)平成 24 年度の計画について 

3.決定事項 (1)道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定について 

・道守補（後期）コース受講者 20 名（佐世保 12 名、対馬 8 名）に前期の

不合格者1名を加えた計21名の試験結果について資料をもとに説明があ

り、「補－5」、「補－19」の 2 名を除く 19 名を合格とすることが了承され

た。不合格者 2 名については、平成 24 年度の前期コースにおいて再試験

を行うこととなった。 

・特定道守コースの 14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）の試験結

果について資料をもとに説明があった。コンクリート構造コースに関し

ては、9 名全員が規定を満たしているため合格とすることが了承された。

鋼構造コースに関しては、全員が道守補講義および特定道守講義範囲の

試験結果の総合点数が合格基準の 6 割を満たしているものの、「特－11」

は特定道守講義範囲の合計点数が 6 割を満たしていないため不合格と

し、残りの 4 名を合格とすることが了承された。なお、「特－11」は、年

度内に再試験を受験可能であるかの確認を取り、再試験結果が規定を満

たした場合は年度内に認定を行うことが了承された。年度内に再試験の

受験が出来ない場合は、平成 24 年度に再試験を行うこととなった。 

・道守コースの 2 名に試験結果について資料をもとに説明があった。2 名

ともに道守補特定道守、道守の各講義範囲の点数および総合点数が 6 割

を満たしているため合格とすることが了承された。 

(2)平成 24 年度の計画について 

・年間スケジュールについて資料をもとに平成 24 年度の年間スケジュール

について説明があった。道守補（後期）コースは、島原と壱岐の 2 会場

での開催が提案されたが、認定者からの「自治体職員の受講を増やして

欲しい」との意見を踏まえて、自治体職員対象の佐世保会場を加えた 3

会場とすることが了承された。壱岐会場に関しては、3～4 名程度の最低

人数を設けて、満たない場合は中止することとし、その旨募集要項に記

載することとなった。自治体職員の受講については、現在のカリキュラ

ムでは参加が難しいのではとの意見があり、開催にあたり自治体職員向

けの受講方法について検討することとなった。道守補助員コースは、五

島、佐世保、島原、壱岐の 4 会場での開催が提案されたが、道守補（後

期）コースの開催地を考慮して決定することとなった。 

・募集要項について平成 24 年度の道守補（前期）、特定道守、道守コース

の募集要項（案）が提案され了承された。 

(3）その他 

・道守補助員コースについて資料をもとに実施報告があった。前回の運営

協議会後に開催された大村、西彼、長崎の 3 会場についてそれぞれ 7 名、

8 名、8 名の受講があり、受講者全員が確認テストでも規定点数を満たし
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ていることが説明された。また、長崎会場での開催に関しては、(社)日

本塗装工業会の要請で実施されたことが報告された。 

・シンポジウム「地域の道路インフラを考える」を 2 月 10 日（金）に開催

することの報告があった。 

・平成 23 年度の成果報告会を 3 月 9 日（金）に開催する予定であることの

報告があった。詳細については決まり次第報告することが説明された。

また平成 23 年度の講演状況についても過去の講演記録及び予定につい

て報告があった。 

・認定者からの要望書について、本年度に認定者で集まった 3 回の会議及

び道守活動の今後についてのアンケートの集計結果をもとにまとめられ

た要望を、認定者代表の吉川國夫氏（特定道守）から述べられ、認定者

の活動できる仕組みづくりについて早急に検討が必要となった。 

4.今後の 

進め方 

・次回は 4 月頃開催することとなった。 

特記事項 ・特になし 

 

 

第 1 回運営協議会幹事会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2011 年 4 月 15 日(金) 15:00～16:00 

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会幹事会幹事 

松本伸彦氏（長崎県土木部道路維持課長：田村氏代理）、松村恵太郎氏（(社)

長崎県建設業協会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（(社)長崎県測量設

計業協会技術副委員長）、松尾善章氏（(財)長崎県建設技術研究センター技

術部長）、奥松俊博准教授、才本明秀教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

出水享研究員、牧野高平研究員、渡部祐介研究員 

議事 第１回運営協議会幹事会開催 

受講者（道守・特定道守・道守補（前期））選考、道守補コース（後期）開

催 他 

1.報告事項 ・運営協議会幹事会の委嘱状交付および幹事紹介・自己紹介 

・平成 23 年度年間スケジュールについて 

・道しるべ第 8 号の発行 

2.審議事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 

(2)道守補（後期）養成コース開催について 

(3)認定の更新について 
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(4)道守地域ネットワーク構築について 

3.決定事項 (1)道守、特定道守、道守補（前期）養成者の選考について 

・受講者選考の内規において、同一企業から複数名の応募があった場合の

優先順位に関して、「年齢が高い方を優先」から「所属企業の希望する者

を優先」との改訂の提案があり了承された。 

・道守養成コースの受講希望者 2 名から、2 名全員を受講者として選出し

た。 

・特定道守養成コースの受講希望者 17 名（コンクリート構造 12 名、鋼構

造 5 名）から、14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）を受講者と

して選出した。 

・道守補（前期）養成コースの受講希望者 36 名から、受講者選定の内規を

もとに優先順位付けを行い上位 17 名を受講者候補として選出した。 

・上位 17 名中、申込 No4、No6、No28 の 3 名の受講希望者に関しては、後

期開催予定地である対馬と佐世保からの応募であるため、後期での受講

を提案することとした。 

・幹事より受講者選考に関して、「応募回数」、「活動ポイント」等について

も優先順位に考慮したほうがよいとの意見があった。 

(2)道守補（後期）養成コース開催について 

・道守補（後期）養成コースの講義会場を県北振興局（近辺施設含む）お

よび対馬振興局とすることが了承された。 

・募集要項内、「受講のための資格・要件」の項目において、これまで記載

されていた「原則として、一級・二級土木施工管理技士、技術士補、RCCM

のいずれかの資格を有する」という記述を削除することが提案され了承

された。ただし、応募者多数の場合の選考の際には引き続き考慮するこ

ととし、その旨、募集要項に記載することとした。 

(3)認定の更新について 

・これまで認定者には、毎年度（4 月～3 月）の活動報告を 12 月末に行っ

てもらっていたが、更新年度のポイントの整理等を考慮し、今後は毎年

1 月末に前年の 1 月～12 月（初年度のみ 4 月～12 月）までの活動内容を

報告することが提案され了承された。あわせて「認定後の活動と更新に

ついて」を改訂することが了承された。 

(4)道守地域ネットワーク構築について 

・認定者同士が連絡を取り合える道守地域ネットワークの設立が提案され

了承された。事前アンケートの結果から、県内の 4 地区をモデル地区と

し、6 月に開催予定の認定者のつどい（OB 会）で認定者に提案後、活動

を行ってもらうこととなった。 

4.今後の 

進め方 

・次回は 8 月頃、道守補コース（後期）の受講者の決定および道守補コー

ス（前期）の合否を審議することとなった。 
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特記事項 ・特になし 

 

第 2 回運営協議会幹事会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2011 年 8 月 19 日(金) 15:00～17:00 

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会幹事会幹事 

松村恵太郎氏（(社)長崎県建設業協会事業コーディネーター）、吉川國夫氏

（(社)長崎県測量設計業協会技術副委員長）、松尾義章氏（(財)長崎県建設

技術研究センター技術部長）、森田千尋准教授、奥松俊博准教授 

オブザーバー 

渡部祐介研究員 

議事 第 2 回運営協議会幹事会開催 

道守補コース（前期）合否判定、受講者（道守補（後期））選考 他 

1.報告事項 ・道守補助員（2 会場）の実施報告 

・第２回認定者のつどい議事録について 

・道しるべ第 9 号の発行 

2.審議事項 (1)道守補（前期）の試験結果について 

(2)道守補（後期）養成者の選考について 

3.決定事項 (1)道守補（前期）の試験結果について 

・道守補コース（前期）受講者 15 名に平成 22 年度道守補コース（後期）

の不合格者 1 名を加えた計 16 名のうち、14 名を合格とすることが了承

された。 

・｢補－14｣に関しては、総合点数が規定の 6 割に達していないため不合格

とし、後期に再試験を行うことが了承された。 

・｢補－2｣に関しては、現場実習を未受講のため、後期日程の現場実習参加

することを条件に合格とすることが了承された。 

・あわせて道守補コースの認定試験を受験した特定道守コース受講者のう

ち｢特－2｣が規定の 6 割に達していないため、後期に再試験を行うことが

了承された。 

・平成 23 年 1 月に開催した運営協議会で意見のあった特定道守、道守コー

スの合否判定基準について審議があり、これまでどおり道守補コースと

特定道守コースの範囲の試験結果を総合的に判定して合否を決定するこ

とが了承された。ただし、道守補コース範囲の試験に関しては、試験結

果を受講者に通知することとし、特定道守コース受講者には道守補コー

スの結果が合否に影響する旨の説明を行い、希望者は再試験を受験でき

るようにすることとなった。 
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・アンケート結果より、｢点検実習について認定者の参加が多く要点等が聞

き取りにくかった｣、｢第三者の安全対策が難しいのではないか｣との意見

があり、今後は受講者と認定者を分けて実習を行なうことが了承された。

なお、詳細については今後検討を行うこととなった。 

(2)道守補コース（後期）養成者の選考について 

・受講者選定の内規をもとに、受講希望者 23 名（佐世保会場 14 名、対馬

会場 9 名）から、20 名を受講者とすることが了承された。 

・受講者の選考あたって地域性検討の際、勤務地を基本とし順位付けがで

きない場合自宅住所、各地区の人口で認定者を補正し考慮することとし、

内規には特に記載せず共通認識とし順位付けを行うこととなった。 

・後期選考の際、地域優先度、企業優先度における認定者数に前期受講者

数を反映させることが了承された。 

・過去の応募回数、活動ポイント等を優先度にどのように反映させるかに

ついての審議があり、これまでと同様に所属企業、所属地域の認定者数

をもとに優先順位付けを行い、それでも優劣を付けることが出来ない場

合に考慮することを、内規に記載することとなった。 

4.今後の 

進め方 

・次回は平成 24 年 1 月頃に道守、特定道守、道守補コース（後期）の合否、

今後の道守継続について審議することとなった。 

特記事項 ・特になし 

 

第 3 回運営協議会幹事会議事録 

プログラム 地域再生人材創出拠点の形成 

課題名 観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

実施日 2012 年 1 月 13 日(金) 15:00～16:00 

場所 長崎大学大学院工学研究科インフラ長寿命化センター会議室 

出席者 運営協議会幹事会幹事 

松本伸彦氏（長崎県土木部建設企画課長代理）、松村恵太郎氏（(社)長崎県

建設業協会事業コーディネーター）、吉川國夫氏（(社)長崎県測量設計業協

会技術副委員長）、才本明秀教授、森田千尋准教授 

オブザーバー 

渡部祐介研究員、牧野高平研究員 

議事 第 3 回運営協議会幹事会開催 

道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定、平成 24 年度実施計画 

その他 

1.報告事項 ・道守補助員（3 会場）の実施報告 

・シンポジウム実施計画 

・成果報告会実施計画 

2.審議事項 (1)道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定 
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(2)平成 24 年度実施計画 

3.決定事項 (1)道守補（後期）、特定道守、道守コース合否判定 

道守補（後期）コース受講者 20 名（佐世保 12 名、対馬 8 名）に前期の

不合格者 1 名を加えた計 21 名の試験結果について説明があり、「補－5」、

「補－19」の 2 名を除く 19 名を合格とすることが了承された。不合格者 2

名については、平成 24 年度の前期コースにおいて再試験を行うこととなっ

た。 

特定道守コースの 14 名（コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名）の試験結

果について説明があった。コンクリート構造コースに関しては、9 名全員

が規定を満たしているため合格とすることが了承された。鋼構造コースに

関しては、全員が道守補講義および特定道守講義範囲の試験結果の総合点

数が合格基準の 6 割を満たしているものの、「特－11」は特定道守講義範囲

の合計点数が 6 割を満たしていないため不合格とし、残りの 4 名を合格と

することが了承された。なお、「特－11」は、年度内に再試験を受験可能で

あるかの確認を取り、再試験結果が規定を満たした場合は年度内に認定を

行うことが了承された。年度内に再試験の受験が出来ない場合は、平成 24

年度に再試験を行うこととなった。 

道守コースの 2 名に試験結果について説明があった。2 名ともに道守補、

特定道守、道守各講義範囲の点数および総合点数が 6 割を満たしているた

め合格とすることが了承された。 

 

(2)平成 24 年度実施計画 

平成 23 年度の年間スケジュールについて説明があった。 

道守補（後期）コースは、島原と壱岐の 2 会場での開催が提案されたが、

認定者からの「自治体職員の受講を増やして欲しい」との意見を踏まえて、

自治体職員対象の佐世保会場を加えた 3 会場とすることが了承された。壱

岐会場に関しては、3～4 名程度の最低人数を設けて、満たない場合は中止

することとし、その旨募集要項に記載することとなった。ただし、会場数、

開催地区に関しては、期待できる受講者数やスケジュールなどを考慮した

うえで、運営協議会にてあらためて審議することとなった。 

道守補助員コースは、五島、佐世保、島原、壱岐の 4 会場での開催が提案

されたが、道守補（後期）コースの開催地を考慮して決定することとなっ

た。 

平成 23 年度の道守補（前期）、特定道守、道守コースの募集要項（案）

が提案され了承された。 

 

その他報告事項 

 道守補助員コースについて実施報告があった。前回の幹事会後に開催さ
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れた大村、西彼、長崎の 3 会場についてそれぞれ 7 名、8 名、8 名の受講が

あり、受講者全員が確認テストでも規定点数を満たしていることが説明さ

れた。また、長崎会場に関しては、(社)日本塗装工業会の要請で開催され

たことが報告された。 

シンポジウム「地域の道路インフラを考える」を 2 月 10 日（金）に開催

することの報告があった。 

平成 23 年度の成果報告会を 3 月 9 日（金）に開催する予定であることの

報告があった。詳細については決まり次第報告することが説明された。 

4.今後の 

進め方 

・次回は平成 24 年 4 月頃に道守、特定道守、道守補コース（前期）の受講

者選考について審議することとなった。 

特記事項 ・特になし 

 

－ 15 －



１．７ 講義・実習担当の構成 

 

「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」のプログラムの実施にあたり、本年度

は「道守補助員」、「道守補」、「特定道守」、「道守」の 4 コースを設置している。プログ

ラム 4 年目となる本年度は、平成 22 年度に引き続き 4 コース全てのプログラムを実施し

た。下表に各コースの担当教員を記す。 

 

◆道守補助員コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松田 浩 教授 工学研究科 講義・実習 

森田 千尋 准教授 工学研究科 講義・実習 

杉本 知史 助教 工学研究科 講義・実習 

出水 享 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・実習、連絡調整、

教材の準備 

渡部 祐介 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・実習、連絡調整、

教材の準備 

牧野 高平 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・実習、連絡調整、

教材の準備 

穂並 末光 係長 
島原振興局 建設部 

道路都市計画課 

講義・実習 

南島原地区 

前田 逸朗 主任技師 田平土木維持管理事務所 
講義・実習 

平戸地区 

横尾 利春 専門官 
県央振興局 建設部 

道路第一課 

講義・実習 

大村地区 

森 光治 係長 大瀬戸土木維持管理事務所 
講義・実習 

西彼地区 

吉川 國夫 
H２２年度 

特定道守 
(有)吉川土木コンサルタント 

講義・実習 

南島原会場 

副島 一郎 
H２１年度 

特定道守 
副島塗装(株) 

講義・実習 

南島原・平戸会場 

松尾 正人 
H２２年度 

特定道守 
大栄開発(株) 

講義・実習 

南島原会場 

川口 敦史 
H２２年度 

特定道守 
扇精光(株) 

講義・実習 

大村会場 
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郡家 光德 
H２１年度 

特定道守 
(株)上滝 

講義・実習 

大村会場 

山田 猛 
H２１年度 

道守 
扇精光(株) 

講義・実習 

大村会場 

川内野 俊治 
H２２年度 

特定道守 
(株)大信技術開発 

講義・実習 

西彼会場 

木原 真 
H２１年度 

特定道守 
(株)アサヒコンサル 

講義・実習 

西彼会場 

森 史朗 
H２２年度 

道守 
(株)親和テクノ 

講義・実習 

西彼会場 

 

 

◆道守補コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松田 浩 教授 工学研究科 講義 

中村 聖三 教授 工学研究科 講義 

森田 千尋 准教授 工学研究科 講義・実習 

勝田 順一 准教授 工学研究科 講義 

蒋 宇静 教授 工学研究科 講義 

杉本 知史 助教 工学研究科 講義 

森山 雅雄 准教授 工学研究科 演習 

出水 享 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・演習・実習、連絡

調整、教材の準備 

渡部 祐介 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・演習・実習、連絡

調整、教材の準備 

牧野 高平 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・演習・実習、連絡

調整、教材の準備 

本田 保 課長補佐 
長崎県土木部 

道路維持課 

講義 長崎県の道路構造

物の現状 
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末弘 義守 
技能講習等 

講師 

建設業労働災害 

防止協会長崎支部 

講義 道路構造物の維持

管理に関する安全管理 

上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習・実習 

安波 博道 部長 土木研究センター 講義 

阿部 允 代表取締役 (株)ビーエムシー 講義・実習 

永石 浩紀  オリンパス(株) 演習 

 

 

◆特定道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

松田 浩 教授 工学研究科 講義 

中村 聖三 教授 工学研究科 講義 

森田 千尋 准教授 工学研究科 講義・演習 

才本 明秀 教授 工学研究科 講義・演習 

勝田 順一 准教授 工学研究科 講義・演習 

夛田 彰秀 教授 工学研究科 講義 

田邉 秀二 教授 工学研究科 講義 

森山 雅雄 准教授 工学研究科 講義 

宮川 英樹 准教授 工学研究科 講義 

本村 文孝 准教授 工学研究科 演習 

河野 和芳 技術職員 工学研究科 演習 
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出水 享 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

講義・演習、連絡調整、

教材の準備 

渡部 祐介 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

演習、連絡調整、 

教材の準備 

牧野 高平 
産学官連携 

研究員 
インフラ長寿命化センター 

演習、連絡調整、 

教材の準備 

浦本 和儀 主任技師 
長崎県長崎振興局 

建設部 道路維持課 
演習 

高西 正人  
長崎県長崎振興局 

建設部 道路維持課 
演習 

上阪 康雄 代表 コサカ設計・アソシエーツ 講義・演習 

安波 博道 部長 土木研究センター 講義・演習 

阿部 允 代表取締役 (株)ビーエムシー 講義・演習 

石田 耕生 課長 (株)さとうベネック 講義 

杉田 哲郎  
(株)仲田建設 

設計部 
講義 

佐藤 秀文 次長 
日本地研(株) 

技術部 
講義 

光谷 修平 副部長 
大林道路(株) 

エンジニアリング部 
講義 

濱田 秀則 教授 
九州大学 工学研究院 

建設デザイン部門 
講義 

幸左 賢二 教授 九州工業大学 特別講演 

福井 謙三 執行役員 基礎地盤コンサルタンツ(株) 実習 

小川 能克 課長 基礎地盤コンサルタンツ(株) 実習 
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◆道守コース 

氏 名 役 職 所 属 担 当 

阿部 雅人 主幹研究員 (株)ビーエムシー 講義 

高木 朗義 教授 
岐阜大学 工学部 

社会基盤工学科 
講義 

山根 誠一 課長 
日本工営(株) 

福岡支店 
講義 

中村 昌文 係長 
長崎県土木部 

道路維持課 維持補修班 
演習 
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２ 道守補助員養成コース 

 

２．１ 概要 

 

道守補助員コースは、県内の道路、河川、港湾などのボランティア・愛護団体等を通して募集

を行うとともに出前講座を開催し、道路関連施設等のインフラ構造物の維持管理の重要性につい

て啓発活動を行うとともに、インフラ構造物の変状を気付くことができるような人材の養成を行

った。 

 

◇対 象  ：一般市民 

◇講義レベル：一般市民レベル 

◇募集方法 ：県、市町を通じてアダプト、愛護団体への参加協力依頼、新聞、HP、 

テレビ CM（ケーブルテレビ） 

◇募集人員 ：各会場 10 名程度 

◇応募数  ：43 名 

◇受講者数 ：合計 43 名 

（南島原会場 14 名・平戸会場 6名・大村会場 7名・西彼会場 8名・長崎会場 8名） 

◇受講者属性：建設業関係、市役所等、自営業、ＯＢ 

◇実施時期 ： 6 月 25 日(土) 南島原会場（ありえコレジヨホール） 

7 月 30 日(土) 平戸会場（平戸文化センター） 

8 月 27 日(土) 大村会場（大村市郡地区公民館） 

9 月 24 日(土) 西彼会場（西彼農村環境改善センター） 

11 月 15 日(火) 長崎会場（長崎大学） 

◇講義時間 ： 9:30～15:30 

◇講義概要 ：講義・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：筆記試験（4択問題 10 題） 面接試験（筆記試験が合格点に達していない受講者） 

◇講 師  ：民間技術者（産）、県職員（官）、大学の職員（学）、道守認定者
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２．２ カリキュラム 

 

受付開始 9：15～ 

 内   容 

１時間目（講義） 

9：30～9:50 

●道守の紹介と役割 

・インフラ長寿命化センターおよび道守ユニットの紹介 

・道守補助員の役割、認定後について 

 

２時間目（講義） 

9：50～10:10 

●長崎県の道路と道路構造物の状況 

・長崎県の道路一般および橋・トンネルの状況について 

 

３時間目（講義） 

10：20～10：50 

●コンクリート構造物について 

・コンクリート橋について 

・コンクリートの変状について 

 

４時間目（講義） 

11：00～11：30 

●鋼構造物について 

・鋼橋について 

・鋼橋の変状について 

 

５時間目（講義） 

11：40～12：10 

 

● 道路・斜面・トンネルについて 

・道路・斜面・トンネルについて 

・道路・斜面・トンネルの変状について 

 

昼食 12：10～13：00 

６時間目（現場実習）

13：00～15：10 

（移動時間も含む） 

●点検について 

  ・安全を損なう恐れのある変状について 

  ・点検の一般知識（安全、取組み、写真撮影、秘密保持） 

  ・美化と長寿命化について 

・点検シートの書き方、提出先など 

・点検シートの添削・指導 

 

７時間目 

15：10～15：30 

●確認テスト 
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２．３ 実施報告 

 

講 義 名 長崎県の道路と道路構造物の状況 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 9:50～10:10 

担 当講師名 
森田 千尋、牧野 高平 

穂並 末光、前田 逸朗、横尾 利春、森 光治 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①長崎県の道路状況 

国、県、市町が管理する道路整備状況、 

②道路パトロール 

長崎県で実施している道路パトロール状況、道路パトロール車 

③道路施設の損傷事例 

長崎県が管理する橋梁の建設年度分布 

橋梁（鋼橋の腐食、コンクリート橋の鉄筋腐食、アルカリ骨材反応、

ボックスカルバート）、トンネル（クラック）、付属物（防護柵、組み

立て歩道、照明灯、カーブミラー）、舗装（舗装、ポットホール、舗装・

盛土,その他）、斜面（モルタル吹きつけ、落石、崩土・路肩洗掘）、排

水（側溝蓋）、歩道（歩道段差）、その他（倒木） 

講 義 名 道守の紹介と役割 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 9:30～9:50 

担 当講師名 松田 浩、森田 千尋 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①道路インフラの現状と課題 

日米道路ストックの高齢化、欠陥橋梁の割合、荒廃するアメリカの惨

状、実橋耐荷性能試験車、長寿命の橋梁、損傷事例、主な示方書等の

改定 

②インフラ長寿命化センター 

ミッション、業務内容、実施体制 

③道守養成ユニット 

長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況、地域再生人材創出構想の

内容、社会資本整備の将来像、期待される効果、道守の構成、実施体

制・内容、カリキュラム、運営協議会、人材養成に関する協力体制、

道守シート、認定後の活動 
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講 義 名 コンクリート構造物について 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 10：20～10：50 

担 当講師名 出水 享、吉川 國夫、川口 敦史、川内野 俊治 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

1．コンクリート構造物について 

コンクリートとは、RC 構造について、PC 構造について 

2．コンクリート橋について 

 コンクリート橋の一般的な名称、コンクリート橋の種類 

3．コンクリート構造物の変状について 

 コンクリート構造物の変状の種類 

4．点検について 

 コンクリート橋の点検のポイント、日常点検の目的 

 

講 義 名 鋼構造物について 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 11：00～11：30 

担 当講師名 牧野 高平、副島 一郎、郡家 光徳、森 史朗 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①最近の鋼橋の事故 

I-35W 橋（米国），木曽川大橋，本荘大橋，山添橋，辺野喜橋 

②鋼橋について 

鋼橋の構造形式による分類，部材名称 

③鋼構造物の劣化現象 

腐食，塗装の劣化，疲労 

④気にかけていただきたいこと 
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講 義 名 トンネル・道路・斜面について 

講 義 形 態 講義 

実 施 時 間 11：40～12：10 

担 当講師名 杉本 知史、松尾 正人、山田 猛、木原 真 

時 間 数 0.5 時間 

内 容 

①道路について 

舗装について、道路上での変状のポイント 

②斜面について  

自然災害・土砂災害について、地滑り、崩壊、土石流について 

③トンネルについて 

種類ごとの変状トンネルの割合、変状要因の分類、トンネルの主な変

状 

講 義 名 点検について 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 時 間 13：00～15：10 

担 当講師名 森田 千尋、杉本 知史、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 ２時間 

内 容 

実習場所は、県、市などから提供していただいた講義会場に近い橋梁

（コンクリート橋、鋼橋）、法面、斜面、擁壁、道路等を選定しバスで移

動した。なるべく対象構造物に近づけて安全な場所、損傷・劣化のある

場所を選定した。 

現地では、変状が発生しやすい部位や部材、点検シートの作成方法に

ついて講義した。受講生には、変状をみて道守シートを記載してもらっ

た。講義会場に戻ったのちに道守シートの添削指導を行った。 

 

◆南島原会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 
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◆平戸会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 

 

◆大村会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 

 

◆西彼会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 

◆長崎会場 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習状況 
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◆道守シート（記載例） 
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２．４ 受講生のアンケート結果 

 

（1）受講生の属性 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。 

今年度の道守補助員の受講生は、南島原会場 14 名・平戸会場 6名・大村会場 7名・西彼会場 8

名・長崎会場 8名の合計 43 名である。下表に受講生の属性を示す。 

 

１．所属 

5

0

0

1

0

6

2

3

0

0

2

0

1

0

2

0

0

1

2

2

0

0

0

0

5

1

2

0

1

0

0

5

0

1

1

0 5 10 15 20 25

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

無回答

西海

長崎

平戸

諫早

壱岐

 
【その他内訳】 

南島原：農家×2、自営業×1、左官×1、社協×2 

平 戸：NPO×1 

大 村：町内会長×1、ボランティア×1 

西 彼：区長×1、学校×1 

長 崎：日本塗装工業会×1 

 

２．経験年数 

1

1

7

5

2

1

3

0

2

2

3

0

4

0

4

0

1

0

6

1

0 5 10 15 20 25

５年未満

５～１０年

１０年以上

無回答

南島原

平戸

大村

西彼

長崎
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３．年齢 

0

0

0

2

1

2

1

1

5

0

0

1

0

2

0

1

1

1

0

1

0

0

2

0

1

1

2

2

1

1

1

0

0

1

0

2

0

0

2

1

1

0

1

0

2

0 5 10 15 20 25

２５歳まで

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

南島原

平戸

大村

西彼

長崎

 

 

４．所有資格（複数回答有） 

3

0

0

0

3

1

0

0

0

1

4

0

1

0

1

4

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0 5 10 15 20 25

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

南島原

平戸

大村

西彼

長崎

 
 

【その他内訳】 

南島原：整備×1、介護支援専門員×1 

平 戸：事務職員×1 

大 村：造園施工管理技士×1 
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（2）講義終了アンケート 

 次年度以降の参考とするため、講義終了後に実施したアンケート結果を以下に記す。 

 

１．本講座をどこでお知りになりましたか？ 

1

1

3

0

6

2

1

0

1

0

1

4

0

1

3

0

2

1

0

1

0

0

4

3

1

0

1

0

1

4

0 5 10 15 20 25 30 35

ホームページ

回覧板

道守長崎通信

新聞

紹介

その他

南島原
平戸
大村
西彼
長崎

 

【紹介内訳】 

南島原：建設業協会×2、無回答×4 

平 戸：無回答×1 

大 村：建設業協会×1、長崎県×1 

西 彼：建設業協会×2、長崎県×1、無回答×1 

長 崎：建設業協会×2 

 

【その他内訳】 

南島原：封書案内×1、センター研究員×1 

平 戸：知人×1、センター×1、無回答×1 

大 村：チラシ×1 

西 彼：西海市×1、長崎大学×1、無回答×1 

長 崎：日本塗装工業会×4 

 

２．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可） 

4

3

4

1

2

4

0

1

0

2

5

3

3

0

0

6

2

2

1

0

6

6

2

1

0

0 5 10 15 20 25 30 35

地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

自己啓発のため

無料だったから

その他

南島原
平戸
大村

西彼
長崎

 

【その他内訳】 

南島原：紹介者から話を聞いて面白そうだった 

 今後のため 

平 戸：友人紹介 

 興味があった 
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３．授業の時間数はいかがでしたか？ 

2

0

10

0

1

0

0

6

0

1

1

0

6

0

0

1

1

5

1

0

1

0

5

1

0

0 5 10 15 20 25 30 35

（少なかった）　１

２

３

４

（多かった）　５

南島原

平戸
大村

西彼
長崎

 

 

４．授業の内容はいかがでしたか？ 

1

0

9

0

2

1

0

1

4

1

1

0

1

2

3

1

0

0

2

0

5

1

0

0

0

0

6

0

1

0

0 5 10 15 20 25 30 35

（簡単すぎた）　１

２

３

４

（難しかった）　５

無回答

南島原

平戸

大村

西彼

長崎

 

 

南島原： 

・初心者向けでちょうど良かった 

・30 分はちょうどよい 

・分かりやすかった 

・講師の声が小さく聞き取れない部分があり残念だった 

・声が小さく聞き取りにくかった 

・講義内容も分かりやすく時間もちょうどよかった 

平 戸： 

・講師の声が低くて聞きづらかった 

・内容が簡単すぎた 

・分かりやすい説明があり参考になった 

・今後に活かしたい 

・まったく土木と関係のない方にとってはちょうど良い内容であった 

・もう少し簡単な内容でも良かったと思う 

大 村： 

・よくできている 

西 彼： 

・講義の中で具体的にどういった事例があるのかのどを詳しく教えてくれて分かりやすかった 

長 崎： 

・分かりやすくてよかった 

・仕事上接している部分であったので内容は取り組みやすかった 

・道路橋に今以上に気をつけて通行できるようになると思う 
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５．現場実習について感想をお聞かせください。 

3

2

8

0

0

1

2

4

0

0

1

1

3

2

0

4

2

2

0

0

2

2

3

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

南島原
平戸

大村
西彼

長崎

 
南島原： 

・初心者向けでちょうど良かった 

・分かりやすかった 

・久しぶりに現場を体験できてよかった 

平 戸： 

・あまり良く分からなかった 

・良かった 

・携帯の地図が見つけられなかったので改良が必要 

・普段は気にしていなくても、よく観察すれば危険な箇所があることに気付いた 

大 村： 

・質問が自由であった点がよくできている 

・普段気付かない部分も確認できた 

西 彼： 

・点検シートの書き方などとあわせて実習をしたところが分かりやすかった 

・もう少し具体的に道守シートを仕上げたかった 

長 崎： 

・だいたい分かった 

・実際現場で見てチェックしたほうが分かりやすい 

・もっと現場での説明を多くして欲しい 

・機会がないとあまり見ない部分まで見ることができたので勉強になった 

・実際に現地を見る講習は少なく参考になった 

・道路の異常等を自分たちが参加して維持管理できるということが理解できた 

 

６．今後、上クラスの『道守補コース』を受講したいと思いますか？ 

2

1

10

0

2

0

4

1

4

0

1

2

3

1

3

1

5

1

1

0

0 5 10 15 20 25 30 35

受講したい

受講しなくてよい

どちらとも言えない

無回答

南島原
平戸
大村
西彼
長崎
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７．全体的な感想をお聞かせ下さい。 

南島原： 

・はじめての参加なので、初心者向け、入門編としてはちょうどよかった 

・出来るだけ身近なことについては協力していきたい 

・道路の改良工事や舗装工事に携わる現場の人が積極的に参加したほうが、細かい点検報告が

出来ると思う 

・仕事をしていく上で役に立つような気がした 

・可能な限り同様の講習を実施して、広く活動できるシステムを作って欲しい 

・自分の役に立つと思った 

・いつも通っている道路が、今後は異なった視点で通れるようになった 

平 戸： 

・手が不自由なため書くのが大変であった 

・地域に貢献できるようにしたい 

・最初は 15：30 まで長いと思っていたが、実際講義を受けてみると内容もよく退屈することな

く短く感じた 

大 村： 

・全体としてよかった 

・講義も分かりやすく、短時間だったので集中できてよかった 

・市道のための同様のコースが必要 

西 彼： 

・詳しく分かりやすく説明してくれたおかげで道守がどのようなものかよく分かった 

・この講義を受けて、地域や建物をよく見て災害にならないようにしたいと思った 

・関係者皆様方の努力に頭が下がります 

・道から水、川、海を守る人材として展開し、地域と共存共栄していきたい 

・休日の講習で大変お疲れ様でした 

・現場実習をもう少し長くしてほしかった 

長 崎： 

・今回の講習でだいたいのことが分かった 

・分かりやすかった 
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３ 道守補養成コース 

 

３．１ 概要 

 

道守補コースは、道路インフラ施設の点検作業・記録ができる一級土木施工管理技士

レベルの人材の養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習・実習で構成され、構造物概論、構造物維持管理概論、

斜面･トンネル･舗装点検概論、コンクリート構造物点検概論・演習・実習、鋼構造物点

検概論・演習・実習を行った。 

 

◇対 象  ：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：土木施工管理技士レベル 

◇募集方法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建

設技術研究センター等を通じて、各企業への参加協力依頼、HP 等 

◇募集人員 ：前期 10 名程度 

  後期 15 名程度 

◇応募者数 ：60 名 

◇受講者数 ：前期 15 名 

  後期 20 名 

◇実施時期 ：前期 5 月 13 日(金)～7 月 1 日(金) 正味 8 日間 

  後期 9 月 30 日(金)～11 月 18 日(金) 正味 8 日間 

◇講義時間 ：13:00～18:00（カリキュラム参考）※39 時間 

◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：前期 8 月 6 日(土) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 

  後期（佐世保）12 月 3 日(土) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験 

後期 (対 馬) 12 月 10 日(土) 筆記試験(4 択問題 25 問)、面接試験
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３．２ カリキュラム 

 

＜前期＞ 

 

 

 

 

 

＜後期:下五島＞ 
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＜後期:大村＞ 
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３．３ 実施報告 

 

 

講 義 名 構造物維持管理概論 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)14:00～14:50 

後期：9 月 29 日(金)14:00～14:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

・荒廃するアメリカ 

・ドイツの事例 

・「荒廃する日本」としないための道路管理 

・木曽川大橋、本荘大橋のトラス斜材の破断 

・道路橋の予防保全に向けた提言 

・点検の制度化、点検及び診断の信頼性確保、技術推進、 

・技術拠点の整備、データベースの構築と活用 

 

講 義 名 道守の役割 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)13:00～13:50 

後期：9 月 29 日(金)13:00～13:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

・工学部重点研究センター構想 

・長崎県の現状と地域再生に向けた取組状況 

・長崎県の観光施設,長崎県の渡海橋,荒廃するアメリカの教訓、長崎県

橋梁長寿命修繕計画 

・観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット 

養成する人材、カリキュラム、社会資本整備の将来像、本事業により

期待される効果、道守の役割と責任、認定後の活動、人材養成に関す

る協力体制 
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講 義 名 橋梁概論 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)15:00～15:50 

後期：9 月 29 日(金)15:00～15:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

・橋梁の構成部材 

上部工の形式、下部工の形式、基礎の形式、支承 

・橋梁技術の変遷 

コンクリート橋技術の変遷、鋼橋技術の変遷、下部工技術の変遷 

支承技術の変遷 

・橋梁の使用材料とその劣化 

使用材料、コンクリートの劣化、鋼の劣化、ケーブルの劣化、塗装材

料の劣化 

 

講 義 名 斜面・トンネル・舗装の維持管理(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：5 月 13 日(金)16:00～17:50 

後期：9 月 29 日(金)16:00～17:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 杉本 知史、李 博 

時 間 数 2 時間 

内 容 

・トンネル 

トンネルの分類と機能、日本のトンネルの現状、トンネルの変状の概

説、トンネルの塑性圧によるメカニズム、緩み圧による変状メカニズ

ム 

・斜面（岩盤） 

破壊形態、破壊要因、崩壊事例、斜面（岩盤）の維持管理 

・舗装道路現況（長崎県内）舗装の断面構成 

舗装の維持修繕の基本的流れ、舗装補修箇所選定フロー、路面性状の

評価項目、路面性状の測定法の概要、ひび割れ率・わだち掘れ量の算

出・平たん性の算出、舗装の損傷と維持修繕工法 
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講 義 名 コンクリート構造物点検概論(1)～(3) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 20 日(金)13:00～15:50 

後期：10 月 7 日(金)13:00～15:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 出水 享 

時 間 数 3 時間 

内 容 

・点検の目的、点検の種類、点検の頻度、点検のフロー点検計画、点検

の準備、点検結果の記録と保存、記録と保存、記録事項、記録方法、

記録の保存、参考図書と関連法規 

・コンクリート構造物の変状の特徴 

初期欠陥、劣化、構造的変状、損傷 

・コンクリート構造物の変状の点検のポイント 

点検時の着目点、コンクリート桁、コンクリート橋台、橋脚、基礎、

伸縮装置、支承、排水施設、標識・照明施設 

・コンクリート橋の点検技術 

微破壊調査の種類 

 

講 義 名 コンクリート構造物点検事例(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 20 日(金)16:00～17:50 

後期：10 月 7 日(金)16:00～17:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 上阪 康雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

既設コンクリート構造物は、老齢期に入ってきている。老齢期に入っ

たコンクリート構造物は劣化•損傷していく。そのため、早期にコンク

リート構造物の点検を行い、コンクリートの劣化程度や鉄筋の腐食状態

を把握し、適切な維持補修を行うことで、構造物の寿命を長持ちさせる

ことが大切である。本講義の主な内容は、コンクリート構造物の塩害、

中性化、アル骨および床版疲労等の具体的な点検事例を挙げながら説明

する。また、コンクリート橋の予防保全と構造物の小規模補修について

説明する。 
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講 義 名 鋼構造物点検概論(1)～(3) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 27 日(金)13:00～15:50 

後期：10 月 14 日(金)13:00～15:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 勝田 順一、森田 千尋、中村 聖三 

時 間 数 3 時間 

内 容 

1．鉄鋼材料の溶接 

1.1 鉄金属の分類  1.2 鉄鋼材料  1.3 溶接 

2．主な損傷・一般 

2.1 一般  2.2 防食機能の劣化・腐食  2.3 疲労 

2.4 遅れ破壊 

3．点検・検査 

3.1 一般  3.2 点検の種類  3.3 主な点検項目と調査方法 

3.4 損傷判定基準と対策区分判定  3.5 各種非破壊検査 

 

講 義 名 鋼構造物点検事例 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 5 月 27 日(金)16:00～17:50 

後期：10 月 14 日(金)16:00～17:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①鋼材腐食、塗膜劣化 

鋼橋の塗膜劣化・腐食の実態（腐食損傷の実態、腐食損傷発生の原因）、

橋の構造安全性と長寿命化計画、解決方法、腐食損傷に着目した点検（構

造安全性を守る点検、現地踏査、点検）、腐食損傷に関する点検・調査

事例（トラス斜材の床版埋設部、海上橋） 

②疲労 

処方箋の作成、下路トラスの疲労腐食マップ、疲労とは、検査はどの

ように行うか、対策はどうするか 
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講 義 名 長崎県の道路構造物の現状 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期：  6 月日(金)13:00～13:50 

後期：10 月 21 日(金)13:00～13:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 本田 保 

時 間 数 1 時間 

内 容 

１.長崎県の道路状況 

２.公共土木施設等維持管理基本方針 

３.橋梁の維持管理計画について 

４.舗装の維持管理計画について 

５.道路防災事業計画について 

６.トンネルの維持管理計画について 

 

講 義 名 道路構造物の維持管理に関する安全管理 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 
前期： 6 月 10 日(金)13:00～13:50 

後期：10 月 21 日(金)14:00～14:50 

実 施 場 所 
前期：工学部 21 番講義室 

後期：県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

担 当 講 師 名 末弘 義守 

時 間 数 1 時間 

内 容 

①危険性・有害性等の調査とその低減対策 

危険性・有害性等の調査の目的、専門店社が実施する危険性・有害性

等の調査、危険性・有害性等の安全衛生計画への反映、危険性・有害性

等の調査の方法、作業手順からの危険性・有害性の調査、安全衛生パト

ロールからの危険性・有害性の調査、労働安全衛生マネジメントシステ

ム 

②改正労働安全衛生法のポイント 

危険性・有害性等の調査及び必要な措置の実施（法第２８条の２）、

認定事業者に対する計画届の免除（法第８８条）、安全衛生管理体制の

強化（安衛則第２１条～第２３条等）、免許・技能講習制度の見直し 
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講 義 名 コンクリート構造物点検演習(1)(2) 

講 義 形 態 講義、演習 

実 施 日 時 

前期：6 月 3 日(金)14:00～17:50、6 月 10 日(金)14:00～17:50 

後期：(講義)10 月 21 日(金)15:00～15:50 

(演習)10 月 27 日(木)13:00～16:50、10 月 28 日(金)9:00～11:50

実 施 場 所 

前期：(講義)工学部 21 番講義室、(演習)長崎大学敷地内 

後期：(講義)県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

(演習)長崎大学敷地内 

担 当 講 師 名 上阪 康雄、森山 雅雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 8 時間 

◆概要 

実際のコンクリート構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種

点検機器の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行った。 

まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講

義を行った。講義終了後、演習場所に移動し①赤外線法、②電磁誘導法、③電磁波レー

ダ法、④反発度法、⑤レーザー距離計、⑥回転式打音検査法、⑦超音波法、⑧自然電位

法、⑨中性化ドリル法、⑩コア採取等についてそれぞれ実技演習を行うとともに計測機

器の紹介を行った。実技演習には、ひび割れ、剥離、空洞を模擬した試験体、鉄筋を配

筋させた試験体や解体された橋梁の一部等を用いて各種測定、試験を行った。 

①赤外線法（写真 1） 

赤外線サーモグラフィーを用いてコンクリート壁の剥離の状況の確認を行った。 

②電磁誘導法（写真 2） 

鉄筋探査機を用いて電磁誘導法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、格子状の

配筋を模擬した鉄筋探査用試験体を用いた。 

③電磁波レーダ法（写真 3） 

鉄筋探査機を用いて電磁波レーダ法による鉄筋探査を行なった。鉄筋探査には、鉄筋

を配筋させた試験体や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。 

④反発度法（写真 4） 

反発度測定器を用いてコンクリート試験体の反発硬度を測定し、圧縮強度を推定した。

硬度測定には、解体された橋梁の一部や大学校舎の鉄筋コンクート壁や柱を用いた。

⑤レーザー距離計 

レーザー距離計を用いて距離測定を行った。 

⑥回転式打音検査法（写真 5） 

回転式打音検査器を用いて、浮き・剥離の有無の判定を行なった。剥離・空洞の有無

の判定には、剥離・空洞を模擬した試験体を用いた。 

⑦超音波法（写真 6） 

超音波測定器用いて、超音波によるひび割れ深さ測定と空洞探査を行なった。ひび割

れ深さ測定と空洞探査には、ひび割れと空洞を模擬した試験体を用いた。 
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⑧自然電位法（写真 7） 

自然電位測定器を用いて、鋼材の腐食の可能性を調査した。自然電位測定には、鉄筋

を配筋させた試験体を用いた。 

⑨中性化ドリル法（写真 8） 

電動ドリルを用いて中性化試験を行なった。中性化ドリル法には、解体された橋梁の

一部を使用した。 

⑩コア採取（写真 9） 

コンクリートコアカッターを用いてコア採取を行なった。採取したコアにフェノール

フタレイン 1％溶液を噴霧して中性化深さ試験を行なった。コア採取には、解体された

橋梁の一部を使用した。 

⑪レーザドップラ速度計（写真 10） 

 レーザドップラ速度計を用いて構造物の振動測定を実施した。計測は大学敷地内の既

設構造物を対象として計測を行い、振動計測の使用用途等について説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 赤外線法演習状況       写真 2 電磁誘導法演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 電磁波レーダ法演習状況       写真 4 反発度法演習状況 
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写真 5 回転打音検査法演習状況       写真 6 超音波法演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7 自然電位法演習状況       写真 8 中性化ドリル法演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9 コア採取演習状況        写真 10 振動計測実施状況 
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講 義 名 コンクリート構造物点検実習 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 日 時 

前期：6 月 17 日(金)13:00～17:50 

後期：(佐世保)11 月 10 日(木)13:00～17:50 

   (対 馬)11 月 17 日(木)13:00～17:50 

実 施 場 所 

前期：牧戸橋、公園橋 

後期：(佐世保)浄水橋、相浦橋 

   (対 馬)眼鏡橋、本山橋 

担 当 講 師 名 森田 千尋、上阪 康雄、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、 

時 間 数 5 時間 

◆概要 

長崎県および各市町から提供していただいた変状が生じている橋梁（前期：牧戸橋、

公園橋、後期(佐世保)：浄水橋、相浦橋、後期(対馬)：眼鏡橋、本山橋）を対象として

点検実習を行った。点検場所にはバスで移動し、現地では点検の際に着目すべき部位や

部材、損傷劣化が生じやすい部位や部材、点検の心得、点検シートの記載方法、写真の

撮影方法、コンクリート点検演習で用いた機器の使用方法などの講義を行った。その後

に受講生は、各自点検を行い点検シートに損傷図、損傷写真等を記載し、後日作成した

点検シートを提出してもらった。 

 

◆前期コース行程： 

長崎大学  ⇒  牧戸橋現場実習  ⇒  公園橋現場実習  ⇒  長崎大学 

13:00     13:40～15:40(約 60 分）  15:20～16:20(約 60 分)   17:50 
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◆後期コース行程（佐世保）： 

県北振興局  ⇒  浄水橋現場実習  ⇒  相野浦橋現場実習  ⇒  県北振興局 

13:00      13:30～14:30(約 60 分）   15:30～16:30(約 60 分)       17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆後期コース行程（対馬）： 

対馬振興局  ⇒  眼鏡橋現場実習  ⇒  本山橋現場実習  ⇒  対馬振興局 

13:00      13:40～14:40(約 60 分）   15:10～16:10(約 60 分)      17:50 
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◆牧戸橋（まきとばし） 

架設年次：1969 年（昭和 44 年）、橋梁形式：4 径間プレストレストコンクリート桁橋、

橋長：108.14ｍ、幅員：6.83ｍ、交差物件：海域（橘湾） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆公園橋（こうえんばし） 

架設年次：1960 年（昭和 35 年）、橋梁形式：3 径間プレストレストコンクリート桁橋、

橋長：65.7ｍ、幅員：10.5ｍ、交差物件：河川（本明川） 
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◆浄水橋（じょうすいばし） 

架設年次：1959 年（昭和 34 年）、橋長：約 24.0m、全幅員：4.0m、 

橋梁形式：2 径間鉄筋コンクリート T 桁橋、交差物件：河川（相浦川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆相浦橋（あいのうらばし） 

架設年次：1955 年（昭和 30 年）、橋長：54.5m、幅員：9.1m、 

橋梁形式：4 径間プレストレストコンクリート桁橋、交差物件：河川（相浦川） 
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◆眼鏡橋（めがねばし） 

架設年次：1988 年（昭和 63 年）、橋長：約 37.6m、全幅員：10.2m、 

橋梁形式：2 径間プレストレストコンクリート T 桁橋、交差物件：河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆元山橋（もとやまばし） 

架設年次：1973 年（昭和 48 年）、橋長：約 9.9m、全幅員：4.0m、 

橋梁形式：1 径間プレストレストコンクリート桁橋、交差物件：河川 
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◆実習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（牧戸橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（公園橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（浄水橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（相浦橋） 
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実習状況（眼鏡橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（元山橋） 
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◆点検シート記載例（牧戸橋） 
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◆点検シート記載例（公園橋） 
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◆点検シート記載例（浄水橋） 
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◆点検シート記載例（相浦橋） 
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◆点検シート記載例（眼鏡橋） 
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◆点検シート記載例（元山橋） 
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講 義 名 鋼構造物点検演習 

講 義 形 態 講義、演習 

実 施 日 時 

前期：6 月 24 日(金)13:00～16:50 

後期：(講義)10 月 21 日(金)16:00～16:50、 

(演習)10 月 28 日(金)13:00～15:50 

実 施 場 所 

前期：(講義)工学部 21 番講義室、(演習)インフラ長寿命化センター 

後期：(講義)県北振興局天満庁舎、対馬振興局 

(演習)インフラ長寿命化センター 

担 当 講 師 名 永石 浩紀、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 4 時間 

◆概要 

実際の鋼構造物の維持管理で使用されている代表的な非破壊試験器や各種点検機器

の使用方法、特徴、測定原理、精度等を講義と実技演習を行い理解してもらった。 

まず、実技演習で使用する装置の使用方法、特徴、測定原理、精度、測定事例等の講

義を行った。講義終了後、演習室に移動し、①浸透探傷試験、②渦流探傷試験、③磁粉

探傷試験、④膜厚測定、⑤超音波厚さ測定・錆厚測定、⑥インピーダンス測定、⑦疲労

試験について演習を行なった。演習には、劣化・き裂等を模擬した試験片を作成し、そ

れを用いて各種測定、試験を行った。 

①浸透探傷試験（写真 1） 

浸透探傷用の溶剤を用いて、き裂の有無を判定し、さらにき裂の位置や長さなどのス

ケッチを行った。き裂の有無の判定には、き裂を模擬した試験片を用いた。 

②渦流探傷試験（写真 2） 

渦流探傷器を用いて、き裂の位置、長さを測定した。き裂の位置、長さの測定には、

き裂を模擬した試験片を用いた。 

③磁粉探傷試験（写真 3） 

磁粉探傷装置を用いて、き裂の有無を判定した。き裂を模擬した試験片を用いた。 

④膜厚測定・錆厚測定（写真 4） 

膜厚計を用いて、塗膜厚や錆厚測定を行った。塗膜厚測定には、塗装厚を変化させた

試験片を用い、錆厚測定には、錆厚を変化させた試験片を用いた。 

⑤超音波探傷試験（写真 5） 

超音波探傷装置を用いて、鋼部材の内部欠陥の有無を判定した。内部欠陥を模擬した

試験片を使用した。 

⑤超音波厚さ測定（写真 6） 

超音波厚さ測定器を用いて、厚さ測定を行った。超音波厚さ測定には、鋼、ゴムなど

の測定物の種類や厚さを変化させた試験片を用いた。 

 

 

－ 59 －



 

 

 

 

 

◆演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 浸透探傷試験演習状況      写真 2 過流探傷試験演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 磁粉探傷試験演習状況       写真 4 膜厚測定演習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 超音波探傷試験演習状況     写真 6 超音波厚さ測定演習状況 
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講 義 名 鋼構造物点検実習 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 日 時 

前期：7 月 1 日(金)13:00～17:50 

後期：(佐世保)11 月 11 日(金)13:00～17:50 

   (対 馬)11 月 18 日(金)13:00～17:50 

実 施 場 所 

前期：奥浦橋、山祇橋 

後期：(佐世保)牛石新田橋、観潮橋 

   (対 馬)久須保大橋、厳原大橋 

担 当 講 師 名 阿部 允、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 5 時間 

◆概要 

 長崎県および各市町から提供していただいた変状が生じている橋梁（前期：奥浦橋、

山祇橋、後期(佐世保)：牛石新田橋、観潮橋、後期(対馬)：久須保大橋、厳原大橋）を

対象として点検実習を行った。点検場所にはバスで移動し、現地では点検の際に着目す

べき部位や部材、損傷劣化が生じやすい部位や部材、点検の心得、点検シートの記載方

法、写真の撮影方法、鋼構造物点検演習で用いた機器の使用方法などの講義を行った。

その後に受講生は、各自点検を行い点検シートに損傷図、損傷写真等を記載し、後日作

成した点検シートを提出してもらった。 

◆前期コース行程： 

長崎大学  ⇒  奥浦橋現場実習  ⇒  山祇橋現場実習  ⇒  長崎大学 

13:00     14:00～14:50(約 50 分）  15:30～16:20(約 50 分)   17:50 
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◆後期コース行程（佐世保）： 

県北振興局 ⇒  牛石新田橋現場実習  ⇒  観潮橋現場実習  ⇒ 県北振興局 

13:00      13:40～14:40(約 60 分）  15:20～16:20(約 60 分)   17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆後期コース行程（対馬）： 

対馬振興局 ⇒  福田橋現場実習  ⇒  小長井大橋現場実習  ⇒  対馬振興局 

13:00    13:40～14:40(約 60 分）   15:20～16:20(約 60 分)        17:50 
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◆奥浦橋（おくうらばし） 

架設年次：1966 年（昭和 41 年）、橋梁形式：2 径間鋼単純 I 桁橋、 

橋長：40ｍ、幅員：5.1ｍ、交差物件：河川（雪浦川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆山祇橋（やまずみばし） 

架設年次：1979 年（昭和 54 年）、橋梁形式：1 径間鋼単純 I 桁橋、 

橋長：15.5ｍ、幅員：9.2ｍ、交差物件：道路 
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◆牛石新田橋（うしいししんでんばし） 

架設年次：1970 年（昭和 45 年）、橋梁形式：1 径間鋼単純 H 桁橋、 

橋長：16.23ｍ、幅員：3.28ｍ、交差物件：河川（小森川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆観潮橋（かんちょうばし） 

架設年次：1954 年（昭和 29 年）、橋梁形式：鋼トラス橋、  

橋長：36ｍ、幅員：8ｍ、交差物件：海域（佐世保湾） 
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◆久須保大橋（くすぼおおはし） 

架設年次：1997 年（平成 9 年）、橋梁形式：3 径間鋼単純 I 桁橋、 

橋長：105ｍ、幅員：11.0ｍ、交差物件：道路、河川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆厳原大橋（いずはらおおはし） 

架設年次：1973 年（昭和 48 年）、橋梁形式：1 径間鋼単純箱桁橋、 

橋長：50.0ｍ、幅員：10.0ｍ、交差物件：海域 
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◆実習状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（奥浦橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（山祇橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（牛石新田橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（観潮橋） 
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実習状況（久須保大橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習状況（厳原大橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 67 －



 

 

◆点検シート記載例（奥浦橋） 
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◆点検シート記載例（山祇橋） 
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◆点検シート記載例（牛石新田橋） 
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◆点検シート記載例（観潮橋） 
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◆点検シート記載例（久須保大橋） 
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◆点検シート記載例（厳原大橋） 
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３．４ 受講生のアンケート結果 

 

（1）受講生の属性 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以

下に示す。 

 

１．所属 

3

11

1

3

7

8

2

0 5 10 15 20 25 30

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

道守補（前）

道守補（後）

 

【その他内訳】 

 前期：生コン製造会社 

後期：教員×2 

 

 

２．経験年数 

 

2

13

2

15

3

0 5 10 15 20 25 30

５年未満

５～１０年

１０年以上

道守補（前）

道守補（後）
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３．年齢 

 

0

2

2

3

2

2

1

2

1

0

2

6

3

5

3

1

0 5 10 15 20 25 30

２５歳まで

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

道守補（前）

道守補（後）

 
 

４．所有資格（複数回答有） 

 

13

2

4

13

1

1

1

2

0 5 10 15 20 25 30

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

道守補（前）

道守補（後）

 
 

【その他内訳】 

前期：道路災害点検講習、コンクリート診断士、二級土木施工管理技士、 

のり面施工管理技術者 

後期：二級土木施工管理技士、測量士×2 
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（2）講義終了アンケート 

次年度以降の参考とするため、講義終了後にアンケートを実施した。その結果を以下

に記す。 

 

◇実施日：前期：8 月 6 日（土） 後期：12 月 3 日（土）、12 月 10 日（土） 

◇対象者：道守補（前期）：16 名（前年度からの再受講者 1 名含む） 

道守補（後期）：20 名（佐世保：12 名、対馬：8 名） 

   特定道守：5 名（前年度までの道守補および特定道守認定者除く） 

 

１．本講座をどこでお知りになりましたか？ 

 

2

5

1

0

1

2

9

1

2

1

1

3

2

4

0 5 10 15 20

ホームページ

建設業協会からの紹介

測量設計業協会からの紹介

ＮＥＲＣからの紹介

国土交通省からの紹介

長崎県からの紹介

その他

道守補前期

道守補後期

 
【その他内訳】 

前期 会社×8、市役所広報コーナー×1 

後期 補助員講座を受けて道守補助員としての活動を通して、佐世保市の掲示板、 

前年の受講者 

 

２．本講座の受講の動機を教えてください。（複数回答可） 

 

14

18

12

2

0

8

13

4

2

1

0 5 10 15 20 25 30 35

地域に貢献するため

仕事に役立ちそうだったから

自己啓発のため

無料だったから

その他

道守補前期

道守補後期

 

 

後期：資格取得のため 
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３．授業の時間数はいかがでしたか？ 

 

1

3

15

0

2

1

0

9

3

1

0 5 10 15 20 25 30

（少なかった）　１

２

３

４

（多かった）　５

道守補前期

道守補後期

 

【講義時間帯について】 

前期 

・講義自体の内容が充実しているため、講義時間を増やして、詳細な内容までやっ

てみたい。 

・現場に従事していると（現場代理人、管理技術者は常駐）13:00 からは全講義に

参加するのは難しい。 

・授業内容に対して少ない。 

・週末はなにかと行事が多い為、水曜などが良い。 

後期 

・午前中 

・1 日がいいと思いました。 

・個人的には、週の間の講義がよかったです。水曜・木曜希望の理由としましては、

週末の金曜の午後となりますと、週によって違いますが業務連絡調整などもあり、

連絡がとりにくくなるため。 

 

４．授業の内容はいかがでしたか？ 

 

0

0

11

9

1

0

0

9

1

3

0 5 10 15 20 25

（簡単すぎた）　１

２

３

４

（難しかった）　５

道守補前期

道守補後期

 
【感想】 

前期 

 ・講義の進行が速すぎて付いていけない所があった。 

 ・普段聞きなれない用語などがあり難しいと感じた。 

 ・橋梁等の構造など専門的な事になると難しかった。 

 ・橋梁点検に関する講義が主流であったため、鋼構造に関する専門的な内容は比較

的難しかった。 
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 ・”道”守となっているので、他の道路構造物（トンネル、道路法面、舗装）に対

する講義を増やしたほうが良い。 

 ・仕事上、鋼構造物は扱わないので、多少難しかった。 

 ・配布資料の縮小版をもう少し拡大して欲しい。 

 ・流しの講義のように感じた。 

 ・最初にテキストを貰ったので、日々の重複したテキストは不要。 

 ・あと 1 ランク上の講義を受講したかった。 

後期 

  ・DVD の画質がスクリーンに映すとボヤけてよく見えなかった。 

  ・DVD を見るだけでしたのでポイントが掴みづらい分もありました。 

  ・道守の点検を行う際にこういう場合にはこの点検の方法流れで実施すると誰でも

出来る様な点検の方法みたいなのがあれば覚えやすいと思います。 

  ・先生方の予定があると思いますが DVD 講義に疑問を感じました。 

  ・DVD 講義については遠隔で大人数の方が講義するには、よいと思いました。 

・可能であれば遠隔のライブ配信講義も可能であれば最新の取り組みも出来るかと

思いました。 

  ・スピーカーの音量が低く聞き取れない講義があった。 

・スクリーンの映像が見にくかった。 

・直接会場で受けた講義はわかりやすく良かったので可能であれば映像ではない講

義を増やしてほしい。 

 

５．演習について感想をお聞かせください。 

 

15

3

2

0

0

10

2

1

1

0

0 5 10 15 20 25 30

（良かった）　１

２

３

４

（悪かった）　５

道守補前期

道守補後期

 

【感想】 

前期 

 ・演習の時間をもっと増やして欲しい。 

後期 

  ・今後も役に立ちそうです。 

  ・建物内での機器の取扱にはちょっとスペースの狭さを感じましたが、丁寧に説明

していただいたので興味深く聞くことが出来ました。 

  ・実際機械を触れることができ、今後に役に立てるには、良かったと思います。 

・各々担当された先生の解説が、解説書で書いてある言葉でなくわかり易い言葉で

説明いただきよかったです。 

  ・直接点検機器に触れることができ、また説明もわかりやすかった。 
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６．現場実習について感想をお聞かせください。 
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【感想】 

前期 

・人数が多くて点検しづらかった。 

・移動に時間がかかってしまうので、1 日がかりでもよいのでは。 

・参加者が多く、点検の要点等も詳しく聞き取ることが難しかった。 

・第三者（地元住民）に対する安全面の対策が難しいのではないか。 

・人数を減らして、実習の回数を増やして欲しい。 

・現地で機器を使った実演があればよい。 

・第一線で活躍されている方々（阿部先生、上阪先生）の指導を受けられ、大変勉

強になった。 

・橋だけではなく、法面やトンネルも実習に加えて欲しい。 

・調査現場で先生の話をゆっくり聞く余裕がなく、皆がばらばらに行動していたよ

うに感じた。 

・先生の話をみんながきけて「問題・対応策等」を考えられれば、もっとよかった。 

・移動のバスの中での説明がもう少し欲しかった。 

・2、3 班体制にし、講師の説明を十分に聞ける方がよい。 

後期 

・雨で時間が早く終わったので日を改めてほしかった。 

・機械に触れたので良かった。 

・今後の役に立ちそうです。 

・実際に現場で説明してもらうとわかりやすく、記憶に残る気がしました。 

・予算の都合もあると思いますが、現場実習を多くしてもらいたい。 

・1 日に橋梁 2 箇所は少ないと思いました。点検が終わってからの待ち時間が多か

った。 

・実際の橋梁も観察することが出来、今後の活動することが可能であれば、これを

機に地域の橋梁も観察してみたいと思いました。 

・現場の要点など詳しく教えてもらいとても良かった。 
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７．もし、受講料を払うとしたらいくらまで払えますか？（全８回 ３９時間） 
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８．今後、上クラスの『道守コース』『特定道守コース』を受講したいと思いますか？ 
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９．今後、上クラスの『道守コース』『特定道守コース』を受講したいと思いますか？ 
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－ 80 －



 

 

１０．全体的な感想をお聞かせください。 

前期 

・海守、川守、山守、森守の養成ユニット開催を期待する。 

・コンクリート構造物のひび割れがどの程度まで進行すると重大な被害に陥るのか

の講義内容も欲しかった。 

・内容に対して時間が短く、もう少し丁寧に教えて欲しかった。 

・テキストの説明をもう少し具体的に細かく書いて欲しい。 

・特別講演で東日本大震災で何が現実に起きていたかを具体的に聴講できて有意義

であった。 

・専門的な講義が多く、資格取得（コンクリート診断士）意欲が向上した。 

・阿部先生の「メンテナンスは『地産地消』事業」は、これからの地元業者のあり

方を方向づける示唆に富む言葉であると思う。 

・現場実習だけでなく、受講者が実際に構造物を選んで点検シートを作成したりす

る課題もあった方がよい。 

・橋梁（構造系）に偏っているので、様々な分野（地盤、水理）の道路構造物につ

いても勉強したい。 

・22 年度後期、23 年度前期と半分ずつ 2 回受けたが、後期（大村）でのビデオ講習

での味気なさがあり、長大での先生方の講義を受講することができ良かった 

後期 

・難しかったので良い勉強になりました。 

・大変ありがとうございました。それぞれの会社等の旅費で出張可能だと思います

ので、長崎大学にて生の講義を見たいと思いました。 

・今回の講義を受講して、知識や技術を向上することができ、さらに維持管理の重

要性を改めて再確認できた。この取り組みが、長崎県内はもちろん、全国各地に

広がればと思います。 

・毎週の佐世保通いは若干こたえましたが、こういう機会はなかなかないので参加

できてよかったと思います。今回の講習で教わったことを日常の仕事で活用でき

ればと思っています。講師やスタッフの方々には貴重なお時間を割いていただき

ありがとうございました。 

・実際の橋梁から学ぶことは、多数ありました。その中から、このような場合には、

A という工法で試験をし、確認を行う。その手順が何がわかっていてわからない

かということを今回知り得ました。今後の取り組みとして、実際に現在道守補助

員という立場もありますし、合格すれば道守補として更なる取り組みと社内にお

いても、今後の補修補強の足がかりとして、個人のスキルアップから社のスキル

アップへと繋げて行きたいと思いました。 
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４ 特定道守養成コース 

 

４．１ 概要 

 

特定道守コースでは、コンクリート構造・鋼構造の 2 コースを設定し、道路インフラ施

設の診断ができ、特定の分野できわめて高度な技術を有するコンクリート診断士・鋼構造

診断士レベルの人材の養成を行った。 

カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、道守補コースのカリキュラムに

加えて斜面・トンネル・舗装の維持管理、情報処理、計測モニタリング等の共通講座およ

び各コースの材料､施工、調査･診断・評価､補修･補強、材料実験、プロジェクト演習を行

った。なお、本年度はカリキュラムには含めないものの、前年度までの受講生からの意見

を受けて斜面を対象とした現場実習を試験的に実施した。 

 

◇対 象  ：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：コンクリート診断士、鋼構造診断士レベル 

◇募集方法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設

技術研究センター等を通じて、各企業への参加協力依頼 

◇募集人員 ：各 3 名程度（計 6 名） 

◇応募者数 ：17 名 

◇受講者数 ：コンクリート構造 9 名、鋼構造 5 名（計 14 名） 

◇実施時期 ：5 月 13 日(金)～9 月 16 日(金) 正味 17 日間 

◇講義時間 ：カリキュラム参考 ※81 時間 

◇講義概要 ：講義・点検演習・現場実習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：8 月 6 日(土) 

筆記試験(4 択問題 25 問) 

面接試験 

11 月 4 日（金） 

筆記試験 1(4 択問題 15 問＋用語説明(500 字以内)) 

筆記試験 2(論文形式問題(1000 字以内)) 
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４．２ カリキュラム 

 

授 業 科 目 時間数 開 催 日 時 

道守の役割 1 

長崎県の道路構造物の現状 1 

安全管理 1 

構造物概論 1 

構造物点検概論 1 

斜面・トンネル・舗装の維持管理 2 

コンクリート構造物点検概論 3 

コンクリート構造物点検事例 2 

コンクリート構造物点検演習 8 

コンクリート構造物点検実習 5 

鋼構造物点検概論 3 

鋼構造物点検事例 2 

鋼構造物診断演習 4 

鋼構造物点検実習 5 

5 月 13 日～7 月 1 日 

8 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50

斜面・トンネル・舗装の維持管理 6 

計測モニタリング 2 

化学分析 2 

情報処理 2 

技術者倫理 1 

環境工学 2 

特別講演 2 

7 月 15 日～7 月 29 日 

3 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50

コンクリート材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工
18 

8 月 4 日～8 月 26 日 

3 日間 

※コンクリート構造コー

スのみ 

毎週木曜日 

9:00～17:50

鋼構造物材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工
18 

8 月 5 日～8 月 26 日 

3 日間 

※鋼構造コースのみ 

毎週金曜日 

9:00～17:50

プロジェクト演習 7 9 月 16 日（金）10:00～17:50 

合 計 81  
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４．３ 実施報告（道守補コースのカリキュラム分は省略する） 

 

 

講 義 名 技術者倫理 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 15 日（金）17:00～17:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 夛田 彰秀 

時 間 数 1 時間 

内 容 

技術者倫理の定義 

・各方面での倫理規範の確立 

・各方面での倫理教育の振興 

技術者倫理とは何か 

 ・わが国における「倫理」 

 ・西欧における「倫理」 

 ・米国の技術者教育認定組織：ABET における「Engineering」の定義

 

 

 

講 義 名 化学分析(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 15 日（金）10:00～11:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 田邉 秀二 

時 間 数 2 時間 

内 容 

鉄やコンクリートなどの変化を化学的に調べるための方法を講義する。

①化学分析の基礎：原子・分子の構造、電子配置、周期律、化学分析の

基礎、光の吸収と放出の原理を説明する。 

②定性分析・定量分析の種類・方法：キレート滴定の原理・方法・計算

例、検量線、蛍光 X 線の原理・装置・方法などを説明する。 

③電子顕微鏡の原理と元素分析：電子顕微鏡の種類、原理、分析方法の

原理。実際に FE-SEM を見学し、コンクリート試料の観察、元素分析

などを行う。 
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講 義 名 計測モニタリング(1)(2) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 日 7 月 22 日（金）15:00～16:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 森山 雅雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①遠隔画像計測の紹介 

・精査のための概観の必要性＝コスト低減 

・新しい画像計測手法の紹介（熱、振動、ひずみ） 

②サーモビジョンを用いた構造物観測演習 

 

 

 

 

 

 

 

講 義 名 環境工学(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 15 日（金）13:00～14:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 宮川 英樹 

時 間 数 2 時間 

内 容 

１．環境分野の現状 

２．環境分野のアジアへの展望 

３．災害廃棄物リサイクルの現状 

４．コンプライアンス＆廃棄物管理 

５．廃棄物管理 法規制と罰則 

  排出者責任、マニフェスト、現地確認の方法 

６．高速道路 廃棄物管理事例 
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講 義 名 情報処理(1)(2) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 日 7 月 29 日（金）14:00～15:50 

実 施 場 所 工学部 21 講義室 

担 当 講 師 名 森山 雅雄 

時 間 数 2 時間 

内 容 

①GIS の説明と演習 

・GIS でできること（＝空間データの集積と再利用） 

・Supermap viewer を用いた GIS 演習 

②シンプレックス法による数理計画法の説明 

 

 

講 義 名 斜面、トンネル、舗装の維持管理 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 
7 月 15 日（金）15:00～16:50 

7 月 22 日（金）10:00～11:50、13:00～14:50 

実 施 場 所 工学部 6 番講義室 

担 当 講 師 名 石田 耕生、杉田 哲郎、光谷 修平、佐藤 秀文 

時 間 数 6 時間 

内 容 

①トンネルの維持管理 

・調査手法（打音調査、地中レーダ調査、覆工削孔調査他） 

・調査結果に対する評価（判定区分 3A～B 等） 

・補修・補強対策工（裏込め注入工、ロックボルト工他） 

②舗装の維持管理 

・路面調査（横断形状、平たん性、FWD 他） 

・補修工法（オーバーレイ、打換工法、表面処理他） 

・舗装性能評価（すり減り値、路面温度低減値他） 

③斜面・のり面の維持管理 

・土砂災害の調査技術 

・老朽化吹付のり面の復旧技術 

・グラウンドアンカーの維持管理 
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講 義 名 特別講演 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 7 月 29 日（金）16:00～17:50 

実 施 場 所 総合教育研究棟 多目的ホール 

担 当 講 師 名 幸左 賢二 

時 間 数 2 時間 

内 容 

演題：「津波による構造物の被害」 

Ⅰ．地振動の特徴 

Ⅱ．過年度の研究概要 

Ⅲ．東日本地震による橋梁被害の概要 

Ⅳ．代表例１：小泉大橋 

Ⅴ．代表例２：沼田跨線橋 

Ⅵ．代表例３：南三陸町八幡川周辺 

Ⅶ．課題Ⅰ：女川町・ＲＣ造被害大 

Ⅷ．課題Ⅱ：新北上大橋 

Ⅸ．課題Ⅲ：地振動被害 

 

 

講 義 名 コンクリート材料概論 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 4 日（木）9:00～9:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 松田 浩 

時 間 数 1 時間 

内 容 

①セメント 

②混和剤 

③混和材 

④超高強度コンクリート（建築系） 

⑤超高強度繊維補強コンクリート（土木系） 

（Ultra high strength fiber reinforced concrete, UFC） 

※コンクリート構造コース 

 

 

 

 

 

－ 88 －



講 義 名 調査手法(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 4 日（木）10:00～11:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 牧野 高平 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○ひずみ計測、変位計測 

 ・計測装置概要（ひずみゲージ、変位計） 

 ・計測箇所、設置方法 

○橋梁の載荷試験について 

 ・静的試験（試験方法、計測機器） 

 ・動的試験（試験方法、計測機器） 

 ・応力頻度試験（試験方法、計測機器） 

 ・ピークバレー法 

○最新のひずみ・変位計測について 

 ・デジタル画像相関法、レーザードップラー速度計 

※コンクリート構造コース 

 

講 義 名 予測・評価方法・判定基準(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 4 日（木）13:00～14:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 出水 享 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○評価および判定 

・変状原因の推定 

・構造物の性能照査 

・対策の要否判定 

・劣化に対する評価・判定 

○構造物の性能評価 

・構造物の性能照査と構造性能評価 

・復元設計 

・構造性能の評価 

○コンクリート構造物の耐震診断・耐震補強 

・耐震診断 

・耐震補強 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 材料実験(1)～(4) 

講 義 形 態 演習 

実 施 日 8 月 18 日（木）10:00～11:50、13:00～14:50 

実 施 場 所 工学部 構造材料実験室 

担 当 講 師 名 出水 享、渡部 祐介、牧野 高平 

時 間 数 4 時間 

内 容 

・圧縮強度試験 

・静弾性試験 

・割裂引張強度試験 

・曲げ強度試験 

・RC 梁曲げ破壊試験 

・塩分量測定 

※コンクリート構造コース 

 

講 義 名 コンクリート施工 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 4 日（木）15:00～15:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 濱田 秀則 

時 間 数 1 時間 

内 容 

コンクリート工事の施工に関して各工程およびコンクリート標準示方

書に関しての講義を行う。 

①コンクリート施工について 

・運搬 

・打ち込み（シュート、ポンプ圧送、締固め等） 

・養生（日数、養生方法等） 

・その他（種々のコンクリート等について） 

②コンクリート標準示方書について 

・示方書の歴史 

・示方書の将来 

※ コンクリート構造コース 
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講 義 名 対策・補修・補強工法(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 4 日（木）16:00～17:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 濱田 秀則 

時 間 数 2 時間 

内 容 

コンクリート構造物の補修・補強に関してアセットマネジメント、ライ

フサイクルマネジメントの考え方を元に講義を行う。 

①社会基盤施設のアセットマネジメントについて 

②ライフサイクルマネジメントについて 

③補修・補強の定義、工法の分類について 

 補修：ひび割れ補修工法、断面修復工法、表面被覆工法、表面含浸 

工法、電気化学的防食工法、付属物の補修、他 

 補強：プレストレスの導入、補強材の追加、コンクリート断面の増加、

    コンクリート部材の交換、部材の追加、支持点の追加 

④補修・補強工法の事例紹介 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 

①調査計画立案演習(1)(2) 

②予測・評価演習(1)(2) 

③補修・補強計画立案演習(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 
8 月 18 日（木）15:00～17:50 

8 月 26 日（金）9:00～11:50 

実 施 場 所 
共同研究交流センター 講義室 

工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 上阪 康雄 

時 間 数 計 6 時間（①②③各 2 時間） 

内 容 

2 日間を通してコンクリート橋の①計測、②診断、③補修・補強の一連

の流れに関して実例を用いて講義、演習を行った。 

(1) 8 月 26 日（木） 

・損傷原因の調査と評価 

中性化、塩害、アルカリ骨材反応 

・各種システムを用いた調査結果の分析と劣化予測 

 中性化、塩害 

・調査・診断評価の結果 

 原因の明確化、リスクに対する安全度、延命化のメリット他 

・必要とする対策 

 部分補修、全面補修、補修＋補強 

・実施計画立案 

 補修範囲、補修工法の比較検討、実施計画書の作成、他 

・補修工法について 

 断面修復工（左官工法、吹付け工法、充填工法） 

表面処理工（表面被覆工法、表面含浸工法） 

(2) 9 月 10 日（金） 

・塩害を受けた PC 橋の詳細調査 

 荷重車、非破壊検査、はつり 

・耐荷力の評価・診断 

 FEM 解析による検討 

・LCC の最小化・更新投資の平準化・長寿命化（予防保全） 

 予防保全を目指した最適補修 

 予防保全を目指した小規模補修 

 一般的な後追い方の補修 

・対策工の選定と保障期間・補修費 

※コンクリート構造コース 
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講 義 名 材料概論(1)～(3) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 5 日（金）9:00～11:50 

実 施 場 所 工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三、才本 明秀 

時 間 数 3 時間 

内 容 

○点検・診断の概要 

 目的、基本的流れ、診断と性能照査他 

○主要材料の性質と変遷 

 鋼材、防食材料、その他材料 

○接合方法 

溶接、ボルト、接着接合 

○損傷の種類と原因推定 

 腐食、疲労、変位・変形、ゆるみ・脱落 

※鋼構造コース 

 

講 義 名 診断のための測定(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 5 日（金）13:00～14:50 

実 施 場 所 工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 森田 千尋、中村 聖三 

時 間 数 2 時間 

内 容 

鋼構造物の診断のための各種測定方法に関する講義を行った。 

・変位測定、変形測定、ひずみ測定 

・構造物の振動、加速度測定 

・応力頻度測定 

・劣化因子、環境測定 

・構造物周辺の振動、騒音測定 

・塗膜劣化度測定 

・腐食減厚測定 

・防食電位測定（陽極の消耗量調査含む） 

・中性化深さ試験 

・塩化物イオン含有量測定 

・アルカリ量 

※鋼構造コース 
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講 義 名 損傷部材の評価(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 5 日（金）15:00～16:50 

実 施 場 所 工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○性能評価 

 ・性能設計 

 ・性能評価の現状 

○損傷部材の評価方法 

 ・健全度調査 

 ・健全度解析 

 ・腐食部材の性能評価 

 ・疲労部材の性能評価 

※鋼構造コース 

 

講 義 名 補修・補強概論(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 8 月 19 日（金）13:00～14:50 

実 施 場 所 工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 勝田 順一、中村 聖三 

時 間 数 2 時間 

内 容 

○疲労損傷部材の補修・補強 

 ・補修・補強の留意点 

 ・補修・補強方法、効果の確認 

○腐食損傷部材の補修・補強 

 ・補修・補強の留意点 

 ・補修補強方法 

 ・無塗装橋梁の補修 

○変形部材の補修・補強 

 ・加熱矯正、部材交換 

○防食工 

 ・塗装、溶融亜鉛めっき、電気防食、金属溶射 

※鋼構造コース 
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講 義 名 材料実験(1)～(3) 

講 義 形 態 演習 

実 施 日 8 月 19 日（金）9:00～11:50 

実 施 場 所 工学部 実験室 

担 当 講 師 名 才本 明秀、勝田 順一、森田 千尋、本村 文孝、河野 和芳 

時 間 数 3 時間 

内 容 

①シャルピー衝撃試験 

 鋼種、温度の違いによるによる靭性を比較 

②ビッカース硬さ試験 

 溶接部の断面を用いて溶接部、熱影響部、母材の硬さを比較 

③疲労試験 

 疲労試験機を用いて、溶接部からの疲労亀裂の進展を確認 

 き裂部の確認には浸透探傷試験を使用 

④引張強度試験 

 鋼種の違いによる引張強度、破壊挙動の確認を比較 

※鋼構造コース 
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講 義 名 

①診断のための測定計画立案演習(1)(2) 

②損傷部材の性能評価演習(1)(2) 

③補修・補強計画立案演習(1)(2) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 
8 月 19 日（金）15:00～17:50 

8 月 26 日（金）13:00～15:50 

実 施 場 所 工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 安波 博道、阿部 允 

時 間 数 計 6 時間（①②③各 2 時間） 

内 容 

2 日間を通して鋼橋の①計測、②診断、③補修・補強の一連の流れに関

しての講義、演習を行った。 

(1) 8 月 27 日（金） 

○事例紹介（腐食を生じた曲弦ワーレントラス橋） 

 ・調査計画（調査範囲、足場計画） 

 ・調査・部材評価（超音波厚さ計、デプスゲージ他） 

 ・応力照査・構造改善案（フランジ材撤去、ウェブ鋼板補強） 

○実例を用いた演習（2 題） 

① 腐食による下フランジの板厚減少を生じた鋼桁橋 

 ・板厚減少を考慮した許容応力の算定 

 ・計画された補修案（補強板取付け）の妥当性の検討 

 ・発生応力度、許容応力度の再検討（詳細点検結果） 

 ②腐食により端部のウェブ、補剛材が断面欠損した鋼桁橋 

 ・断面欠損を考慮した補強材、ボルト本数の検討 

 ・トラス腹材によるウェブの補強 

(2) 9 月 10 日（金） 

○維持管理の流れ 

○定期点検の流れ 

○定量的診断について（劣化予測、性能診断、経済評価） 

 ・損傷に対する健全度判定区分（運転保安への影響、変状の程度） 

 ・組合せから決まる判定区分（冗長性、進行性） 

 ・検査事例紹介（目視検査支援システム） 

 ・限界変状の事例（ボルトの弛み、支点沈下、疲労き裂他） 

○鋼橋の健全度評価項目 

 ・損傷度、安全性、使用性、リダンダンシー 

○性能診断の事例紹介 

 ・損傷、耐力、耐久性、走行性 

 ・安全性能、耐久性能、使用性能 

※鋼構造コース 
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講 義 名 プロジェクト演習(1)～(7) 

講 義 形 態 現場実習、講義 

実 施 日 9 月 16 日（金）10:00～17:30 

実 施 場 所 工学部 21 番講義室 

担 当 講 師 名 
山根 誠一、森田 千尋、出水 享、渡部 祐介、牧野 高平、高西 正人、

浦本 和儀 

時 間 数 7 時間 

◆概要 

 長崎県より提供いただいた補修予定（または現在補修中の）のコンクリート橋、鋼橋

の各 1 橋を対象として現地での見学を行った後、県職員、大学職員、実務経験者、受講

生でディスカッションを行い、各橋梁の維持管理計画の立案を行った。ディスカッショ

ンは、5～6 名程度のグループをつくりワークショップ形式で行った。また、演習の最後

に、グループごとにまとめた維持管理計画を発表後、討議を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場見学状況（洗切橋）          グループ討議状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体討議状況            ワークショップシート 
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◆タイムスケジュール 

 

時 間 帯 内           容 備 考 

10：00～12：00 現場見学（バスで移動） 
洗切橋 

洗切橋側道橋

12：00～13：00 昼休み 

グループディスカッ

ション 

ワークショップ 

13：00～17：35 

13:00～13:20(20 分)  

ワークショップの概要説明 

         自己紹介 

13:20～13:40(20 分)  

橋梁概要（長崎県） 

【劣化原因推定】 

13:40～14:10(30 分) 

【休 憩(10 分)】 

【調査計画】 

14:20～15:00(40 分) ※中間発表を含む 

【調査結果に関する考察、対策の要否判定】 

15:00～15:30(30 分) 

【休 憩(10 分)】 

【補修・補強工法】 

15:40～16:20(40 分) 

【休 憩(10 分)】 

【発表・討議】 

16:30～17:15(45 分) ※15 分×3 グループ 

【調査内容、原因推定、補修（長崎県）】 

17:15～17:35(20 分)  

洗切橋 

洗切橋側道橋

17：35～17：50  総 括 
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◆洗切橋（あらいきりばし）：コンクリート橋 

橋長:24.0m、幅員：6.8m、径間数：1 径間、架設年次：1964 年 

上部工形式：ポストテンション T 桁橋 
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◆洗切橋側道協（あらいきりばしそくどうきょう）：鋼橋 

橋長:24.0m、幅員:2.5m、径間数:1 径間、架設年次:不明 

上部工形式:鋼 I 桁橋 
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講 義 名 斜面の点検実習 

講 義 形 態 現場実習 

実 施 日 11 月 24 日（金）13:00～17:50 

実 施 場 所 斜面実習現場 

担 当 講 師 名 福井謙三、小川能克、出水享、渡部祐介、牧野高平 

時 間 数 5 時間 

内 容 

◆概要 

 長崎県から提供していただいた変状が生じている斜面を対象として

点検実習を行った。点検場所への移動はバスを使用し、移動中の車内お

よび現地で各現場の調査結果や変状の原因等の説明を行った。現地では

点検の際の着目点や点検シートの記載方法、写真の撮影方法についての

講義を行った後、受講生各自で点検を行った。また、受講生には後日作

成した点検シートを提出してもらった。 

◆実習行程 

長崎大学 → 斜面（A050） →  斜面（B002） → 長崎大学 

13:30    14:30～15:30    15:50～16:50    17:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆実習状況 

 

 

斜面（A050） 

斜面（B002）
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４．４ 受講生のアンケート結果 

 

（1）受講生の属性 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。 

アンケート結果を以下に示す。 

 

１．所属 

 

1

7

5

1

0 5 10 15 20

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

 

【その他内訳】 

コンクリート製造業 

 

２．経験年数 

 

14

0 5 10 15 20

５年未満

５～１０年

１０年以上
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３．年齢 

 

3

1

2

4

1

3

0 5 10 15 20

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上

 
４．所有資格（複数回答有） 

 

13

5

5

15

0 5 10 15 20

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他

 

【その他内訳】 

測量士、1 級建築施工管理技士、1 級舗装施工管理技術者、CALSIEC エキスパート、基礎施

工士、コンクリート診断士（3）、コンクリート主任技士（2）、X 線作業主任者、1 級造園

管理技士、測量士補、地質調査士、地すべり防止工事士 
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（2）講義終了アンケート 

プロジェクト演習終了後にアンケートを実施した。結果を以下に記す。 

 

◇実施日：9 月 16 日（金） 

◇対象者：特定道守受講生 15 名 

 

１．本日行ったワークショップ形式の講義に関しての感想をお聞かせ下さい。 

①講義の進行はどうでしたか？当てはまるものに○を付けてください。 

2

13

0

0 5 10 15 20

速かった

ちょうど良かった

遅かった

 
 

②グループでのディスカッションの時間配分はどうでしたか？当てはまるものに○を付

けてください。 

0

14

1

0 5 10 15 20

長かった

ちょうど良かった

短かった

 

 

③ワークショップ形式の講義を受けてみての感想をご自由にお書き下さい。 

・日ごろからのトレーニングが必要と痛感しました。 

・他の方の意見があり参考になった。 

・初めてだったので、流れが把握できず難しかった。グループでやったことで、いろんな

意見が出て参考になった。 

・年代、業種などかかわりの少ない方との交流が持ててよかった。 

・こういう形式の講義は、あまり経験がなかったので新鮮味があり、有意義であったと思

います。 

・様々な方と意見交換をしながら勉強できてとてもよかった。 
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・参加者のお互いの意見・考えが聞けてよかった。 

・みんなで意見を出し、書きだす作業で中身もありよかったと思います。 

・活発な意見が出たと思う。 

・意見が出しやすかった。 

・得意分野での課題では、発言が活発であったがそうでない場合も見受けられた。 

・最後の発表の際の記入紙に関して、説明するのには表形式にしやすかったのかと思いま

した。 

・ワークショップ形式の講義については個人的には負担がなくていいのではと思います。 

・様々な意見が聞けてよかった。 

・グループ内の皆様の知恵を聞けてよかったです。 

・楽しくいろいろな考え方が聞けてためになったと思います。 

 

④今後このような講義にまた参加したいと思いますか？ 

11

4

0

0 5 10 15 20

参加したい

どちらともいえない

参加したくない

 

 

２．本日のプロジェクト演習の感想をお聞かせ下さい。 

①本日のプロジェクト演習を通して、新たに身についたことがあればお書きください。 

・場数が必要だと思った。 

・勉強不足を強く感じました。 

・個人で判断しにくい箇所においても、みんなで解決できた。 

・鋼橋についての理解を深めました。 

・点検から補修・改修までの流れがわかりやすくてよかったと思います。 

・鋼橋の補修についてより事務的な話が聞けた。 

・補修立案能力の入り口が見えました。 

・分野が異なる人の意見が参考になりました。 

 

②本日の講義で、今後、実務に役立つと感じたことがあればお書き下さい。 

・調査から対策立案までの考え方 

・意見の引き出し方、まとめ方 

・対策への検討全般 

－ 105 －



 

 

・点検から対策までの流れ 

・意見の集積方法 

・判断の方法 

・組織の長が実感するともっと有効。 

・実務でも取り入れたいと思う。 

・意見の引き出し方まとめ方、諸問題の解決法に対応出来ると感じた。 

・県の補修設計の資料は今後の参考となります。 

・点検に役立つと思う。 

・社内でも会議の方法として採用中。 

・鋼橋の補修についてより実務的な話が聞けた。 

・根本的に①橋梁知識②コンクリート知識③補修知識の修得が必要と感じました。 

・アドバイザーの講義の仕方が勉強になりました。 

 

③その他、講義内容に関しての感想などあれば自由にお書き下さい。 

・個人的に通常業務で接することがないことばかりで非常にためになった。 

・非常に良い講義でした。 

・積極的な話し合いが出来た。 

・動画等を利用しての講義があればいいと思います。 

・講義の進行の説明をもう少しゆっくりしてほしい。 

・このような講義を数多くしてほしい。 
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５ 道守養成コース 

 

５．１ 概要 

 

道守コースでは、点検・診断の結果の妥当性を適切に評価し総合的な判断を行うことができ、

さらに維持管理に関するマネジメントができる技術士、博士（工学）レベルの人材の養成を行っ

た。 

カリキュラムは、講義・演習・実習・実験で構成され、道守補コースおよび特定道守コース（コ

ンクリート構造・鋼構造）の 2つのカリキュラムに加えてアセットマネジメント、リスクマネジ

メント、ライフサイクルマネジメント、道守総合演習などを行った。 

 

◇対 象  ：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 

◇到達レベル：技術士レベル 

◇募集方法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会、長崎県建設技術研究

センター等を通じて各企業への参加協力依頼、HP 

◇募集人員 ：3 名程度 

◇応募数  ：2 名 

◇受講者数 ：2 名 

◇実施場所 ：長崎大学文教キャンパス 

◇実施時期 ：5 月 13 日(金)～10 月 20 日(木) 

◇講時時間 ：カリキュラム参考 ※25 日間 119 時間 

◇講義概要 ：講義・演習（講義実施報告参考） 

◇受 講 料 ：無料 

◇認定試験 ：8 月 6 日（土） 

筆記試験：四者択一 25 問 

11 月 4 日（金） 

筆記試験１：四者択一 20 問＋用語説明 2 分野(各 500 字以内) 

筆記試験２：論文形式問題 2分野(各 1000 字以内) 

12 月 11 日(土) 

プレゼンテーション試験
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５．２ カリキュラム 

 

授 業 科 目 時間数 開 催 日 時 

道守の役割 1 

長崎県の道路構造物の現状 1 

安全管理 1 

構造物概論 1 

構造物点検概論 1 

斜面・トンネル・舗装の維持管理 2 

コンクリート構造物点検概論 3 

コンクリート構造物点検事例 2 

コンクリート構造物点検演習 8 

コンクリート構造物点検実習 5 

鋼構造物点検概論 3 

鋼構造物点検事例 2 

鋼構造物診断演習 4 

鋼構造物点検実習 5 

5 月 13 日～7月 1日 

8 日間 

毎週金曜日 

13:00～17:50 

斜面・トンネル・舗装の維持管理 6 

計測モニタリング 2 

化学分析 2 

情報処理 2 

技術者倫理 1 

環境工学 2 

特別講演 2 

7 月 15 日～7月 29 日 

3 日間 

毎週金曜日 

10:00～17:50 

コンクリート材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工 
18 

8 月 4 日～8月 26 日 

3 日間 

毎週木曜日 

9:00～17:50 

鋼構造物材料､材料実験､ 

調査･診断､補修･補強､計画･設計･施工 
18 

8 月 5 日～8月 26 日 

3 日間 

毎週金曜日 

9:00～17:50 

プロジェクト演習 7 9 月 16 日（木）10:00～17:50 

アセットマネジメント 4 9 月 29 日（木） 9:00～12:50 

建設一般 2 9 月 29 日（木）14:00～15:50 

道守総合演習 6 10 月 13 日（木）10:00～16:50 

リスクマネジメント 4 10 月 20 日（木） 9:00～12:50 

ライフサイクルアセスメント 4 10 月 20 日（木）14:00～17:50 

合 計 119  
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５．３ 講義実施報告（特定道守コースのカリキュラム分は省略する） 

 

講 義 名 リスクマネジメント(1)～(4) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 10 月 20 日（木）9:00～12:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 阿部 雅人 

時 間 数 4.時間 

内 容 

１．安全を取り巻く状況 

２．事前対策 

３．事後対応 

４．リスク評価 

 

 

 

 

 

 

講義状況 

講 義 名 アセットマネジメント(1)～(4) 

講 義 形 態 講義 

実 施 日 時 9 月 29 日（木）9:00～12:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 阿部 雅人 

時 間 数 4 時間 

内 容 

１．アセットマネジメントの目的 

２．設備投資の経済学 

３．社会基盤ストックの計測と評価 

４．アセットマネジメントの体制 

 

 

 

 

 

 

講義状況 
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講 義 名 ライフサイクルアセスメント(1)～(4) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 時 間 10 月 20 日（木）9:00～12:50 

実 施 場 所 共同研究交流センター 講義室 

担 当 講 師 名 高木 朗義 

時 間 数 4 時間 

内 容 

＜講義＞ライフサイクルアセスメント、ライフサイクルコストなど、安全

性・快適性を考慮したLCCに基づく道路舗装アセットマネジメントの方法論、

災害リスクを含む社会的費用を考慮した橋梁ＬＣＣに基づく維持管理戦略 

＜演習＞パソコンを使用してサービス水準の管理、ユーザーコストの増減、

交通量の増減を考慮して補修修戦略を立てる。 

 

 

 

 

 

 

講義状況 

 

講 義 名 建設一般(1)(2) 

講 義 形 態 ディスカッション、プレゼンテーション 

実 施 時 間 9 月 29 日（木）14:00～15:50 

実 施 場 所 インフラ長寿命化センター会議室 

担 当 講 師 名 山根 誠一 

時 間 数 2 時間 

内 容 

課題名「長寿命化計画策定後の（市町村における）維持管理を実行する場合

において懸念される問題を 3つ挙げ、それを解決するための方策について、

あなたの考えを述べよ」に対して、道守受講生と大学関係者の２グループに

分かれてディスカッションを行い、最後にプレゼンテーションを行った。 

 

 

 

 

 

 

ディスカッション状況 
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講 義 名 道守総合演習(1)～(6) 

講 義 形 態 講義・演習 

実 施 日 時 10 月 13 日（木）10：00～16：50 

実 施 場 所 インフラ長寿命化センター会議室 

担 当 講 師 名 中村 昌文 

時 間 数 6 時間 

内 容 

＜講義＞ 

橋梁長寿命化修繕計画を元に以下の内容について講義を行った。 

・ 橋梁の健全度判定方法 

・ 点検結果から健全度診断までの一連の流れ 

・ 橋梁の健全度に応じた補修・補強工法および費用算出について 

・ 橋梁の各健全度に応じた基本的な補修・補強工法の費用算定の根拠

および各橋梁に関する費用算出の方法 

・ 劣化曲線を用いた橋梁の劣化予測、橋梁の補修・補強時期および維

持管理費用の平準化 

＜演習＞ 

パソコンを使用して、年度予算に制約を課し、配布資料の橋梁 10 橋に

対して各自、補修・補強の順序を計画し、計画による維持管理予算およ

び橋梁健全度の推移をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

講義状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理費の平準化例 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

1 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51

経過年数

補
修

費
（
万

円
）

鹿尾橋 第２多以良橋
水之浦橋 坪山橋
下ノ川橋 小ヶ倉橋
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５．４ 受講生のアンケート結果 

 

（1）受講生の属性 

受講生の属性等に関する情報を得るためアンケートを実施した。アンケート結果を以下に示す。 

 

１．所属 

 

1

1

0 1 2 3 4 5

県、市、町

技術センター

コンサルタント

建設業者

ＯＢ

その他

 
 

２．経験年数 

 

2

0 1 2 3 4 5

５年未満

５～１０年

１０年以上

 

 

３．年齢 

 

1

1

0 1 2 3 4 5

３０歳まで

３５歳まで

４０歳まで

４５歳まで

５０歳まで

５５歳まで

６０歳まで

６０歳以上
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４．所有資格（複数回答有） 

 

2

1

0 1 2 3 4 5

土木施工管理技士

技術士

技術士補

ＲＣＣＭ

その他
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６ まとめ 

 

６．１ 平成 23 年度の実施項目と役割分担実績 

 

平成 23 年度は、“道守”養成の基となるカリキュラム・教材を開発しつつ、5 月から

道守コース 2 名、特定道守コース 14 名（コンクリート構造：9 名、鋼構造：5 名）、道守

補コース 35 名（前期：15 名、後期：20 名）、道守補助員コース 43 名の養成対象者を受

け入れた。なお、後期の道守補コースは、DVD 教材を使用し、佐世保と対馬の 2 会場で

講義を開講した。道守コース、特定道守コース、道守補コースは講義、演習、材料実験

および点検実習、道守補助員コースは講義と現場実習を開講した。なお、離島や遠隔地

の道守補助員コースの受講者に対しては現地に出向いての出前講座を南島原、平戸、大

村、西彼、長崎の 5 会場で実施した。各コースとも長崎県・長崎県建設業界の協力の下

に地域と連携して行った。 

 

①実施体制・環境の構築（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など） 

非常勤講師を確保し、本年度使用する実習設備等を購入するとともに、次年度以降

の実習用設備導入の準備を行い、養成環境を整備した。さらに、県・建設業界の有識

者が参加する運営協議会により、大学外部の意見を取り入れた運営を行った。 

 

②カリキュラム・教材の開発（インフラ長寿命化センター兼任・非常勤・専任教職員） 

鋼構造診断士、コンクリート診断士等の各種資格試験の教材と情報、橋梁点検の方

法と指導法等の教材と情報を収集するとともに、各コースのカリキュラムと教材等を

製作した。 

 

③受講生の募集（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など） 

道守コース、特定道守コース、道守補コースに関しては、ホームページやパンフレ

ットを利用するとともに、長崎県や長崎県建設業界などの協力を得て広く受講生を募

集した。道守補助員コースに関しては、ホームページやパンフレットの利用、長崎県

および市町を通じての県内の道路ボランティア・愛護団体等への参加協力依頼、建設

業界新聞および一般新聞への掲載、回覧板による募集チラシの回覧、長崎道守会議広

報誌へ募集掲載を行った。 

 

④講座・実習の実施（インフラ長寿命化センター兼任・非常勤・専任教職員、長崎県） 

道守補助員コースでは、「長崎県の道路構造物の状況」、「コンクリート構造物、鋼

構造物、トンネル・道路・斜面について」の講義および現場等における構造物の点検

実習を長崎県内の 5 地域を対象に出前講座にて開講した。 

道守補コースでは、「長崎県の道路構造物の現状」、「維持管理概論」、「斜面・トン

ネル・舗装の維持管理」、「コンクリート構造物点検」、「鋼構造物点検」等について講
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義・演習・現場実習を開講した。後期日程では DVD 教材を使用して画像視聴による講

義を行った。 

特定道守コースでは、コンクリート構造、鋼構造の 2 コースに分かれ、道守補コー

スのカリキュラムに加えて「計測モニタリング」、「プロジェクト演習」等の共通講座

および各コース専門分野における「調査・診断、補修補強、計画・設計・施工」につ

いて講義・演習を開講した。 

道守コースでは、特定道守コース（コンクリート構造・鋼構造、両コースとも）の

カリキュラムに加えて「アセットマネジメント」、「道守総合演習」等の講義・演習の

講座を開講した。 

 

⑤報告会等の実施（インフラ長寿命化センター兼任・専任教職員、長崎県など） 

年度末（3 月）に、長崎県をはじめ長崎県建設業協会、長崎県測量設計業協会と連

携して報告会等を開催し、取り組み内容を広く公開するとともに今後の事業内容の検

討を行った。また、本年度は 2 月に全国から地域と連携して道路インフラ整備・維持

管理を実施している機関を集めてのシンポジウムを開催した。 

 

 

６．２ 実施体制の反省点と次年度に向けての課題 

 

○道守補助員コース 

アンケート結果では、授業の時間、内容ともに「ちょうど良い」との意見が大半を占

めており受講生からの評価は概ね良好であった。ただし、受講生個別には「講師の声が

小さく聞き取りづらい」、「現場での説明を多くして欲しい」などの意見も見られたため、

次年度以降これらの点については改善していくこととする。 

平成 22 年度に引き続き、各所ポスターの掲示、募集チラシ配布、愛護団体等への参加

協力依頼に加えてケーブルテレビでの CM 放送を行った結果、受講者の 7 割程度が建設業

関係者以外の一般市民からの参加であった。 

 

○道守補コース 

講義の内容、時間数に関しては、受講生からは概ね良好な評価を得たが、後期で行っ

た DVD 学習に関しては、DVD での授業形態そのものに対する指摘が見受けられた。これ

らについては、次年度以降 DVD 教材の見直し等の対応を検討することとする。なお、「ス

クリーンが見づらい」、「スピーカーの音が聞きづらい」等の意見に対しては、視聴機器

の改善を行うこととする。現場実習については概ね評価は良好であったものの前期の受

講生より「人数が多く点検しづらい」、「人数が多く講師の説明が聞こえない」等の意見

が複数寄せられた。前期では修了生からも参加を募った結果、実習実施時の人数が受講

生の倍程度（約 40 名）となったことがこれらの意見の原因であると考えられる。これに

関しては、受講生と修了生の実施日を分けるなどの対応を検討することする。 
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○特定道守コース 

 本コースで実施するプロジェクト演習は前年度に引き続きワークショップ形式で実施

した。アンケートでも本演習に関しては、「実務に取り入れたい」、「社内の会議方法とし

て採用中」等の意見もあり非常に高い評価であった。また、7 割以上の受講生が同様の

講義が今後あれば参加したいとの意見であった。ただし、一部に講義の進捗が早いとの

意見も聞かれたため、次年度は演習の進捗速度、時間配分について検討することとする。 

 

○道守コース 

 講義全体を通しての評価は概ね良好であった。受講生 2 名は両者ともに道守補コース、

特定道守コース、そして今回の道守コースと継続的に受講されており長期間にわたり本

事業と携わられている。そのため、今後の事業の継続、展開や認定者と大学および関係

各機関との関わり方やについて数多くの意見があった。最終年度となる次年度は事業継

続、展開についての検討にこれらの意見を参考にすることとする。

－ 117 －



 

 

６．３ 広報活動 

 

◆講演会、シンポジウム等への参加 

 

開催日 講演会名 内容 

平成 23 年 4 月 21 日 JCI 九州支部総会（福岡市） 話題提供 

平成 23 年 6 月 7 日 長崎県土木施工管理技士会（長崎市） 話題提供 

平成 23 年 8 月 1 日 国土交通省九州地方整備局（鹿児島市） 話題提供 

平成 23 年 8 月 2 日 西日本高校土木教育研究会（佐世保市） 話題提供 

平成 23 年 8 月 5 日 
横浜国大安心・安全の科学研究教育センター 

（長崎大学） 
話題提供 

平成 23 年 8 月 12 日 高校生公開講座（長崎大学） 話題提供 

平成 23 年 9 月 1 日 

～9 月 3 日 

地域再生人材大学サミット in 能登 

第 9 回地域再生プログラム連絡会議（石川県） 
パネル展示 

平成 23 年 9 月 15 日 大分県コンクリート診断士会（大分市） 話題提供 

平成 23 年 9 月 16 日 西日本橋梁ネットワーク（長崎大学） 話題提供 

平成 23 年 10 月 6 日 日本建設業連合会（長崎大学） 話題提供 

平成 23年 10月 27日 長崎県研修（NERC） 話題提供 

平成 23年 11月 20日 JCI 中部支部（名古屋大学） 話題提供 

平成 23年 11月 21日 長崎県市町道路担当者会議（長崎市） 話題提供 

平成 24 年 1 月 25 日 先端科学技術シンポジウム（関西大学） 話題提供 

平成 24 年 2 月 16 日 「インフラ・イノベーション」研究会（東京都） 話題提供 

平成 24 年 2 月 23 日 全日本建設技術協会（長崎市） 話題提供 

 

◆ プレス発表、情報発信、ホームページの整備等 

・道しるべ第 8 号発行（平成 23 年 4 月） 

・橋梁新聞に掲載（平成 23 年 5 月 1 日） 

・道しるべ第 9 号発行（平成 23 年 7 月） 

・日経コンストラクションに掲載（平成 23 年 8 月 19 日） 

・道しるべ第 10 号発行（平成 23 年 10 月） 

・道しるべ第 11 号発行（平成 23 年 12 月） 

・橋梁新聞に掲載（平成 24 年 2 月 11 日） 

・橋梁新聞に掲載（平成 24 年 2 月 19 日） 
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６．４ 道守のみちのり 

 

11/04/13 第 1 回 道守審査委員会開催 

11/04/15 第 1 回 道守運営協議会幹事会開催 

11/04/19 第 1 回 道守運営協議会開催 

11/04/22 コンクリート工学会九州支部総会にて講演 

講演者：松田センター長 

演題:『軍艦島』～コンクリートと光学的計測技術～ 

11/05/14 道守コース、特定道守コース、道守補コース（前期）開講 

11/05/20 長崎道守会議総会参加、屋台村出展 

11/05/31 岐阜大学 ME フィールド実習（自然斜面）参加、意見交換 

11/06/07 長崎県土木施工管理技士会にて講演 講演者：松田センター長 

11/06/17 道守補コース（前期）点検実習（コンクリート構造物）実施 

11/06/25 道守補助員コース（南島原会場）開催 

11/06/27 第 2 回 道守認定者のつどい開催 

11/07/01 道守補コース（前期）点検実習（鋼構造物）実施 

11/07/01 道守補コース（前期）講義終了 

11/07/01 土木研究所を訪問 

訪問者：松田センター長、中村副センター長、森田部門長 

11/07/08 第 1 回 一期生のつどい開催 

11/07/25 JST 清水氏、岸田氏との打ち合わせ 

11/07/27 長崎県建設産業人材育成連携事業（インフラ長寿命化体験実習）を佐世保工

業高校にて開催 

参加高校：鹿町工業高校、大村工業高校、佐世保工業高校 

11/07/29 特別講演会開催 

講演者：九州工業大学 幸左賢二 教授 

演題：つなみによる構造物の被害 

11/07/29 第 2 回 一期生のつどい開催 

11/07/30 道守補助員コース（平戸会場）開催 

11/08/01 国土交通省九州地方微局橋梁保全委員会にて話題提供 

参加者：松田センター長 

11/08/02 第 51 回西日本高校土木教育研究会にて講演 講演者：松田センター長 

演題：「観光ナガサキを支える“道守”養成ユニット」～産学官民連携によ

る新しい社会資本整備への挑戦～ 
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11/08/05 横浜国立大学安心・安全の科学研究教育センターから視察団来訪 

11/08/06 道守補コース（前期）認定テスト実施 

11/08/10 第 2 回 道守審査委員会開催 

11/08/12 高校生公開講座を担当 担当者：松田センター長 

11/08/19 第 2 回 道守運営協議会幹事会開催 

11/08/22～24 長崎県建設産業人材育成連携事業（インフラ長寿命化体験実習）を長崎

大学にて開催  

参加高校：鹿町工業高校、大村工業高校、佐世保工業高校 

11/08/25 第 2 回 道守運営協議会開催 

11/08/27 道守補助員コース（大村会場）開催 

11/08/30 道守補コース（後期）佐世保会場、対馬会場開講 

11/08/31 道守補コース（前期）合格発表 

11/09/01～03 地域再生人材大学サミット in 能登にてパネル展示 

11/09/08 平成 23 年度九州地区国立大学法人等技術職員スキルアップ研修を担当 

     担当者：出水研究員 

11/09/15 NPO 大分県コンクリート診断士会 第１１回技術講演会にて講演 

講演者：松田センター長 

演題：造物の長寿命化 ～道守養成講座と光学的計測法～ 

11/09/16 特定道守コース講義終了 

11/09/16 西日本橋梁ネットワークにて講演 講演者：松田センター長 

11/09/24 道守補助員コース（西彼会場）開催 

11/10/01 第 29 回日本道路会議にて発表 発表者：出水研究員 

演題：ナガサキにおける産学官民連携によるインフラ長寿命化への挑戦 

11/10/06 (社)日本建設業連合会の研修会にて講演 講演者：松田センター長 

11/10/20 道守コース講義終了 

11/10/22 「工学フォーラム 2011 in 福岡」ポスターセッションにて話題提供 

社会資本の維持管理へ向けたインフラ長寿命化センターの取組みを紹介 

11/10/27 長崎県研修にて講演 講演者：松田センター長 

11/11/04 特定道守コース認定テスト実施 

11/11/11 道守補コース（後期）佐世保会場講義終了 

11/11/15 道守補助員コース（長崎会場）開催 

11/11/18 道守補（後期）対馬会場の鋼構造の講義にて共同通信社より取材 

11/11/18 道守補コース（後期）対馬会場講義終了 

11/11/18 第２回山口県の橋梁を考えるセミナーにて講演 講演者：森田部門長 
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演題：長崎大学インフラ長寿命化センターの活動 

11/11/18 端島（軍艦島）上陸 20 万人記念講演会にて講演 講演者：松田センター長 

演題：歴史的・産業遺産構造物の３Ｄ計測とデータの利活用 

11/11/20 ＪＣＩ中部支部にて講演 講演者：松田センター長 

11/11/21 長崎県市町道路担当者会議にて講演 講演者：松田センター長 

11/11/25 道守コース認定テスト実施 

11/12/03 道守補コース（後期）佐世保会場認定テスト実施 

11/12/10 道守補コース（後期）対馬会場認定テスト実施 

11/12/19 第 3 回 道守ＯＢ会を開催 

11/12/20 ＪＣＩ本部（東京）にて講演 講演者：松田センター長 

11/12/21 平成 23 年度市町道路担当者会議にて講演 講演者：松田センター長 

11/12/28 第 3 回 道守審査委員会開催 

12/01/13 第 3 回 道守運営協議会幹事会開催 

12/01/18 第 3 回 道守運営協議会開催 

12/01/25 先端科学技術シンポジウムにて講演 講演者：松田センター長 

12/01/31 道守補コース（後期）合格発表 

12/02/10 『シンポジウム 地域の道路インフラを考える』開催 

12/02/16 「インフラ・イノベーション」研究会にて講演 講演者：松田センター長 

12/03/09 『シンポジウム 日本を元気に！熱血土木談義‐平成 23 年度道守養成ユニッ

ト成果報告会』開催 
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７ 現有設備・備品 

 

７．１ 設備・備品 

機種名 ハンディサーチ（RCレーダー）
型番 NJJ-95B

メーカー名 日本無線
使用目的 鉄筋探査、空洞探査

備考

　コンクリート構造物に対する品質検査、コ
ンクリート構造物の修繕や改築、保守工事に
おいて、鉄筋・電気配線管・ガス管・水道管
の切断事故が問題になっている。
　本装置はこのような検査や事故防止のため
にコンクリート内部を非破壊で高深度に探査
できる装置である。

機種名 高精度鉄筋探査システム
型番 PS200フェロスキャン

メーカー名 ヒルティ
使用目的 鉄筋探査

備考

　コンクリート構造物に対する品質検査、コ
ンクリート構造物の修繕や改築、保守工事に
おいて、鉄筋・電気配線管・ガス管・水道管
の切断事故が問題になっている。
　本装置はこのような検査や事故防止のため
にコンクリート内部を非破壊で探査できる装
置である。

機種名 ダイヤモンドコアツール
型番 DD-120

メーカー名 ヒルティ
使用目的 コンクリートコア採取

備考

 圧縮強度、静弾性係数、中性化進行状況、
塩化物イオン含有量、アルカリ骨材反応性試
験等を行うためにコンクリート構造物からコ
ンクリートコアを採取する装置である。
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機種名 充電式ハンマードリル、集塵システム
型番 TE-7A、TE DRS-M

メーカー名 ヒルティ
使用目的 コンクリート粉採取用（中性化、塩分）

備考

コンクリートの中性化進行状況やコンクリー
ト中の塩化物イオン含有量を測定するため、
微破壊でコンクリート粉を採取するために用
いる装置である。

機種名 レーザーレンジメーター
型番 PD 42

メーカー名 ヒルティ
使用目的 距離測定

備考

非接触で精度よく距離を測定する装置であ
る。

機種名 一眼レフデジタルカメラ
型番 D300

メーカー名 ニコン
使用目的 ひび割れ判定、測定

備考

 コンクリート構造物のひび割れ等の劣化状
態を高解像度で撮影するために用いる装置で
ある。

充電式ハンマードリル
（TE-7A）

集塵システム
（E DRS-M）
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機種名 シュミットハンマー、テストアンビル
型番 NR形、ＮＲ用

メーカー名 プロセク
使用目的 コンクリート表面の反発硬度測定

備考

 コンクリートに打撃を与え、返ってきた衝
撃により強度を推定する反発硬度法の一つで
あり、構造物に損傷を与えずに検査が可能な
非破壊検査手法である。コンクリートのほか
岩石の強度測定にも使われる。コンクリート
の劣化状態の概略を判定する簡易計測法であ
る。

機種名 エルソニック
型番 ESI／P-10S

メーカー名 東横エルメス
使用目的 ひび割れ深さ測定、強度推定、内部欠陥の検出

備考

　超音波を用いて、高架橋・橋梁・トンネ
ル・連壁・床版などコンクリート構造物のひ
び割れ深さと厚さを精度良く測定できる。ま
た、内部欠陥（内部亀裂・空洞・ジャンカ）
の検出および音速測定によるコンクリートの
強度推定と1台4役の非破壊測定器である。

機種名 鋼材腐食度モニター
型番 MIN-091-0

メーカー名 マルイ
使用目的 鋼材腐食度の推定

備考

 コンクリート中の鉄筋の腐食は電気化学的
な反応としてとらえることができる。自然電
位法により、鋼材腐食度の推定を構造物を傷
めることなく、腐食の傾向と平面的な分布を
素早くかつ手軽に測定することのできる装置
である。（※マイナス端子設置箇所のみ鉄筋
を露出させる必要がある）。

シュミットハンマー（ＮＲ型）

テストアンビル（ＮＲ用）
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機種名 デュアルタイプ膜厚計【エスカル】
型番 LZ-990

メーカー名 ケット科学研究所
使用目的 膜厚測定

備考

 鋼橋等の鋼構造物において、塗装の状態を
判断するために、塗膜厚を測定することが多
い。素地が鉄でも非鉄でも塗装等の皮膜厚を
測定可能である。しかも、自動で素地を判別
しその測定モードになるなど、現場における
塗膜厚の測定に適した装置である。

機種名 携帯型渦流探傷器
型番 EW-1

メーカー名 マークテック
使用目的 鋼構造物の亀裂の検出

備考

　鋼構造物に対して、塗膜上からの疲労き裂
の検出を目的として用いられる。交流磁場を
与えた金属材料表面に生ずる渦電流の変化な
どを測定して、きずや材質、寸法などを知る
装置である。

機種名 コンクリート・モルタル水分計
型番 HI-800

メーカー名 ケット科学研究所
使用目的 含水率測定

備考

コンクリートやモルタル中の含水率を測定す
る装置である。
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機種名 塗膜劣化診断システム
型番 -

メーカー名 東芝ITコントロールシステム
使用目的 塗膜の劣化診断

備考

　インピーダンス法により塗膜の劣化状況を
診断するシステムであり、低周波でのイン
ピーダンス測定により、塗膜劣化S/N比の飛
躍的向上および劣化度の早期検出性能の向上
を図っている。また、PDAを採用することに
より測定時の利便性を、Webを採用すること
により解析診断の運用性を向上させている。
専用ソフトウェアを用いたデータ解析・診断
により、発錆前の塗膜劣化の定量的評価や寿
命予測に基づく塗替え時期の推定が可能であ
る。

機種名 静ひずみ測定システム
型番 TDS530、SSW-50D

メーカー名 東京測器研究所
使用目的 静ひずみ測定

備考

　ひずみゲージをはじめ直流電圧や熱電対、
白金測温抵抗体などの多点の自動切換測定を
目的としたデータロガー（30点測定可）と測
定点数を増加するためのスイッチボックス
（50点測定可）から構成されるシステムであ
る。データロガーは、高速A/D変換器による

速1000点/0.4秒の高速測定が可能であり、
カラー液晶タッチパネルによる良好な操作性
が特徴である。

機種名 動ひずみ測定器
型番 DC-204R

メーカー名 東京測器研究所
使用目的 動的測定

備考

 本装置はコンパクトフラッシュ記録型の高
速小型4チャンネル動ひずみ測定器です。1
チャンネルモードで200kHzの高速サンプリン
グが可能で、8台を並列に接続することで大
32チャンネルの同時サンプリングが可能であ
る。
　測定は前面パネルのSTART・STOPボタンで
行なえ、トリガ設定による測定の開始、外部
トリガ、外部スタート・ストップ信号による
制御等も可能である。

専用7心ケーブル

データロガーTDS530

スイッチボックス（SSW-50D）
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機種名 ヒストグラムレコーダ
型番 HR-908A

メーカー名 東京測器研究所
使用目的 応力頻度測定

備考

本装置は、あらかじめ設定されたプログラム
に従って測定データをデジタル処理し、頻度
数として記録する。測定と同時に解析処理を
行ってカウント数を記録するため、測定終了
後ただちにヒストグラムが得られる。波形
データを記録するわけではなく、テープなど
の媒体を用いないので、1年を超すような長
期にわたり連続して測定できるのが特徴であ
る。

機種名 表面塩分計
型番 SNA-2000

メーカー名 サンコウ電子研究所
使用目的 表面塩分測定

備考

 橋梁，船舶，大型タンクなどの鋼構造物の
表面に付着している塩分を，簡単，迅速に測
定できる装置である。

機種名 赤外線サーモグラフィー装置
型番 Thermo Shot F30

メーカー名 NECAvio赤外線テクノロジー
使用目的 赤外線検出

備考

 物体表面から放射される赤外線を検出素子
を用いて二次元的に走査し、検出された赤外
線量を映像として表示し、航空機、プラン
ト、電子基盤などの異常発熱部を検出する装
置である。
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機種名 磁粉探傷装置、紫外線探傷灯
型番 N-1F型、H-02

メーカー名 マークテック
使用目的 鋼構造物の亀裂検査

備考

 鋼構造物に対して塗膜をはがした後、疲労
き裂の検出を目的として用いられ、強磁性材
を磁化し、亀裂などの不連続部から漏洩する
磁界に磁性粉を吸着させて亀裂を検査する装
置である。

機種名 振動疲労試験機
型番 -

メーカー名 トピー工業
使用目的 疲労亀裂発生状況の確認

備考

 試験用フレーム（架台）、バイブレータ
（振動モータ）、制御装置、および予荷重シ
ステムから構成される板曲げ疲労試験機であ
る。架台に取り付けられた試験体上にバイブ
レータを設置し、その板を振動させることで
繰り返し応力を発生させる。予荷重システム
は応力比（ 大応力/ 小応力）を変えるた
めの装置である。本試験機ば、20Hz程度の比
較的高速載荷が可能であるのに加え、消費電
力も低いため、安価に基礎的な疲労データを
得ることが可能である。

機種名 オムニエースⅢ、ストレインアンプ
型番 RA2300、AS1703

メーカー名 NECAvio赤外線テクノロジー
使用目的 動ひずみ測定器

備考

簡単かつスピーディにデータ集録・記録を行
えるデータアクイジョン装置である。電圧、
ひずみ、温度、振動、圧力などさまざまな入
力信号に対しているため、構造物の健全度を
診断するために必要な動的歪みや加速度を高
速で収録することができるシステムである。
特に本製品は、インタフェース、視認性に優
れており、実験室での使用のみならず、現場
適用が容易である。

同ひずみ

紫外線探傷灯(H-02)

磁粉探傷装置(N-1F型)

ストレインアンプ(AS1703）

オムニエースⅢ（RA2300）
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機種名 構造物診断用非接触振動測定システムUドップラー

型番 -
メーカー名 グラフテック
使用目的 非接触振動測定

備考

　Uドップラーはレーザのドップラ効果を利
用し、移動体がどのくらいの速度で離れてい
くか、またはどのくらいの速度で近づいてく
るのかを測定するシステムであり、非接触で
構造物の振動を測定することが可能である。

機種名 電位差自動滴定装置
型番 AT-610

メーカー名 京都電子工業
使用目的 電位差滴定

備考

　塩化物イオンによるコンクリート構造物の
劣化（塩害）が近年各地で多発しています。
塩害の原因としては、除塩不足の骨材の使
用、海岸部における飛来塩分の影響、山間部
や寒冷地における冬期間の凍結防止剤の散布
の影響が考えられます。コンクリート中の塩
化物イオン含有量の測定を行い、鉄筋の腐食
状況等も総合的に判断し、塩害に対する評価
を行います。
本装置は、電位差滴定法により塩化物イオン
含有量を測定する装置である。

機種名 超音波厚さ測定器
型番 DM4

メーカー名 日本クラウトクレーマー
使用目的 厚さ測定

備考

　鋼建造物に対する品質確保検査、鋼建造物
の修繕や改築、保守工事において、鋼部材の
残存肉厚を測定し、腐食や浸食の状況を調べ
ることは、重要である。本装置はこのような
検査のために鋼部材の残存肉厚を非破壊で高
精度に測定できる装置である。
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機種名 ハイブリッドミル
型番 1066

メーカー名 吉田製作所
使用目的 微粉砕機

備考

　本機は鉱石、鉱物の成分、分析に使用さ
れ、粉砕室外周にスクリーン（145μm、250
μm）を取り付け、粉砕された試料はスク
リーン下にメタル分は未粉砕物として外部に
排出が可能である。本機は、電位差滴定装置
で塩化物イオン量測定を行うためのコンク
リート微粉末試料を作成するために使用す
る。

機種名 ハンドヘルドデータロガー
型番 TC-32K

メーカー名 東京測器研究所
使用目的 静ひずみ測定

備考

　 大20チャンネルのセンサモード、係数、
イニシャル値の設定と測定データの記録が可
能で、複数の現場を移動しながらデータを収
集する場合などでもデータ整理が容易です。
インターバルタイマ、データメモリ、さらに
はコンパクトフラッシュカードによる記録
や、パソコンと接続してコントロールやデー
タ転送も行える。抵抗および絶縁抵のチェッ
ク機能により、ひずみゲージや変換器などの
チェックにも使用できる。

機種名 イメージステーション

型番 IS201
メーカー名 トプコン
使用目的 測量、常時モニタリング、３Ｄ計測

備考

　測量、道路、橋梁、トンネル、斜面、河川
構造物、港湾構造物などのインフラ構造物の
常時異常検知モニタリングが可能となり、よ
り安全で信頼性の高い道路網を維持・形成す
ることができる。さらに長崎県内の竣工図が
残っていない橋梁、港湾構造物等のインフラ
構造物の形状測定が容易に行うことができ。
インフラ構造物のデータベースの構築に多い
に貢献できる。
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機種名 電位差自動滴定装置
型番

メーカー名 オリンパス
使用目的 超音波探傷

備考

　疲労亀裂をの発生原因の一つである鋼材内
部の溶接欠陥を検知するための機器である超
音波探傷器は、宇宙機器の金属材料の内部欠
陥の検知にも使用されており、 近は、風力
発電所の材料でもある複合材料にでも多用さ
れつつある。

機種名 超音波厚さ測定器
型番

メーカー名 日本クラウトクレーマー
使用目的 変化量測定

備考

　本測定器は、ひび割れ開閉の経時的な変化
量や、温度、化学、経年変化による変位量を
定期的に精度よく（測定精度：0.001ｍｍ）
かつ簡易に測定するための測定器であり、ひ
び割れ発生原因の特定やコンクリート構造物
をモニタリングするための有効な測定器であ
る。

機種名 ハイブリッドミル
型番

メーカー名 吉田製作所
使用目的 粗粉砕

備考

コンクリート中に含まれたの塩化物イオン含
有量試験（前年度購入した電位差滴定装置を
使用）を行うためには、コンクリート試験片
を粗粉砕しその後、微粉砕する必要がある。
本装置と前年度購入した微粉砕機（ハイブ
リッドミル）を組み合わせて使用することに
より効率的に微粉砕ができ、コンクリート中
の塩化物イオン含有量をスムーズにかつ精度
よく把握することができる。
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機種名 ACMデータロガー
型番

メーカー名 シュリンクス
使用目的 鋼構造物の腐食環境調査

備考

　本装置は、環境因子により電気化学的に発
生する金属の腐食電流を直接計測するための
測定器である。本装置ととＡＣＭセンサを組
み合わせることにより鋼構造物の腐食速度の
把握、腐食マップの作成が可能になる。これ
らは、新設の鋼構造物の設計仕様や維持管理
手法決定のための判断材料にも使用できる。

機種名 赤外線サーモグラフィー装置

型番 SC620
メーカー名 フリアーシステムズジャパン㈱
使用目的 浮き、はく離の検出

備考

　熱伝導率の違いにより生じた異常温度帯を
見つけて、各種構造物の異常個所を全視野・
非接触で効率的に検出することが出来る装置
である。コンクリート構造物においては、浮
きやはく離などの異常個所を検出することが
可能である。

機種名 ニューハイケンマつるつる
型番 MIC-196-1-20型

メーカー名 ㈱マルイ
使用目的 コンクリート供試体端部整形

備考

　既設コンクリート構造物の強度を推定を目
的として、躯体から採取したコンクリートコ
アを用いて圧縮強度試験を行う。劣化したコ
ンクリート構造物の強度特性を正確に評価す
るため、採取したコンクリートコアの端部整
形に本装置を使用する。
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（

20
0
7
年
版

）
 
平
成

1
9
年
7
月

H
2
0

塗
膜
劣

化
程

度
標

準
写

真
帳
 
平
成

2
年
6
月

H
2
0

道
路
橋

年
報

（
平

成
1
7
・

18
年

度
版

）
 
平
成

2
0年

3
月

H
2
0

既
設
道

路
橋

の
耐

震
補

強
に
関

す
る

参
考

資
料

H
2
1

道
路
橋

の
耐

震
設

計
に

関
す
る

資
料

H
2
1

道
路
橋

の
耐

震
設

計
に

関
す
る

資
料

－
Ｐ
Ｃ

ラ
ー

メ
ン

橋
・

Ｒ
Ｃ

ア
ー
チ

橋
・

Ｐ
Ｃ

斜
張

橋
・

地
中

連
続

壁
基

礎
・

深
礎

基
礎
等

の
耐

震
設

計
計

算
例

－
H
2
1

鋼
道
路

橋
塗

装
・

防
食

便
覧

資
料
集

H
2
3

道
路
ト

ン
ネ

ル
観

察
・

計
測

指
針
（

平
成

21
年

改
訂

版
）

H
2
3

磁
粉
深

傷
試

験
　

実
技

参
考

書
Ｍ
ａ

ｇ
ｎ

ｅ
ｔ

ｉ
ｃ

　
Ｐ

ａ
ｒ

ｔ
ｉ

ｃ
ｌ

ｅ
　

Ｔ
ｅ

ｓ
ｔ
ｉ

ｎ
ｇ

H
2
0

渦
電
流

深
傷

試
験

　
実

技
参
考

書
Ｅ

ｄ
ｄ

ｙ
　

Ｃ
ｕ

ｒ
ｒ

ｅ
ｎ

ｔ
　

Ｔ
ｅ

ｓ
ｔ

ｉ
ｎ
ｇ

H
2
0

浸
透
深

傷
試

験
　

実
技

参
考

書
Ｐ
ｅ

ｎ
ｅ

ｔ
ｒ

ａ
ｎ

ｔ
　

Ｔ
ｅ

ｓ
ｔ

ｉ
ｎ

ｇ
H
2
0

鉄
鋼
材

料
の

磁
粉

及
び

浸
透

深
傷
試

験
に

よ
る

欠
陥

指
示

の
模

様
の

参
考

写
真

1
99
1

H
2
0

（
非
破

壊
検

査
技

術
シ

リ
ー
ズ

）
　

磁
粉

深
傷

試
験

Ⅰ
Ｍ

ａ
ｇ

ｎ
ｅ

ｔ
ｉ

ｃ
　

Ｐ
ａ
ｒ

ｔ
ｉ

ｃ
ｌ

ｅ
　

Ｔ
ｅ

ｓ
ｔ

ｉ
ｎ

H
2
0

（
非
破

壊
検

査
技

術
シ

リ
ー
ズ

）
　

浸
透

深
傷

試
験
Ⅰ

Ｐ
ｅ

ｎ
ｅ

ｔ
ｒ

ａ
ｎ

ｔ
　

Ｔ
ｅ

ｓ
ｔ
ｉ

ｎ
ｇ

H
2
0

（
非
破

壊
検

査
技

術
シ

リ
ー
ズ

）
　

ひ
ず

み
測

定
Ｓ

ｔ
ｒ

ａ
ｉ

ｎ
　

　
Ｍ

ｅ
ａ

ｓ
ｕ
ｒ

ｅ
ｍ

ｅ
ｎ

ｔ
H
2
0

（
非
破

壊
検

査
技

術
シ

リ
ー
ズ

）
　

渦
電

流
深

傷
試

験
　
Ⅰ

E
dd
y
 
 C
u
r
re
n
t
  
T
e
s
ti
n
g

H
2
0

イ
ラ
ス

ト
で

学
ぶ

　
非

破
壊
試

験
入

門
　

JS
N
D
I編

H
2
0

非
破
壊

検
査

入
門

　
N
D
T
 
in
t
r
od
u
c
ti
o
n
 (
DV
D
)

H
2
0

非
破
壊

検
査

　
2
0
0
3　

V
ol
.
5
2
　
N
o
.3
 
特
集

「
光

学
的
全

視
野

応
力

・
ひ

ず
み

計
測

技
術

の
近
の

動
向

」
H
2
1

超
音
波

探
傷

試
験

Ⅰ
H
2
2

超
音
波

厚
さ

測
定

Ⅰ
H
2
2

超
音
波

探
傷

試
験

実
技

参
考
書

「
ﾃ
ﾞ
ｼﾞ
ﾀ
ﾙ
超
音

波
探

傷
器

」
編

H
2
2

「
超
音

波
探

傷
入

門
」

(
ﾊ
ﾟｿ
ｺ
ﾝ
に
よ

る
実

技
演

習
)
 
CD
-
R
O
M月

H
2
2

超
音
波

探
傷

試
験

Ⅱ
H
2
2

新
コ
ン

ク
リ

ー
ト
の

非
破

壊
試

験
H
2
2

非
破
壊

・
微

破
壊

試
験

に
よ

る
コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

検
査

・
点

検
マ

ニ
ュ

ア
ル

H
2
2

プ
レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ
ー

ト
技

士
試

験
　

講
習

会
資

料
平

成
2
0
年
6
月

H
2
0

フ
レ
ッ

シ
ュ

マ
ン

の
た

め
の

P
C
講
座

　
（

改
訂

版
）

　
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

世
界

H
2
0

P
C
構
造

物
の

復
元

設
計

研
究
委

員
会

成
果

報
告

書
H
2
2

維
持
修

繕
要

領
　

　
橋

梁
編
　

平
成

18
年

4月
H
2
0

設
計
要

領
　

第
二

集
　

橋
梁

建
設
編

　
平

成
2
0
年
8
月

H
2
0

保
全
点

検
要

領
H
2
0

西
日
本
高
速

道
路
(
株
)

ク
イ
ズ

　
欠

陥
構

造
物

に
学
ぶ

　
土

木
技

術
者

が
陥

り
や

す
い

ミ
ス

の
実

例
と

対
策

H
2
0

日
経

B
P社

(
社
)
日
本
非
破

壊
検
査
協

会

中
日
本
高
速

道
路
(
株
)

(
社
)
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク

リ
ー
ト
技

術
協
会

(
社

)
日

本
道

路
協

会
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ク
イ
ズ

　
土

は
な

ぜ
崩

れ
る

の
か
　

基
本

を
学

ん
で

防
ぐ

法
面

と
擁

壁
の

ト
ラ

ブ
ル

H
2
0

基
本
か

ら
わ

か
る

　
土

質
の
ト

ラ
ブ

ル
回

避
術

土
圧

の
基

礎
知

識
か

ら
設

計
図

書
の

照
査
法

ま
で

H
2
0

こ
れ
か

ら
始

め
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト
補

習
講

座
　

調
査

の
基

礎
知

識
か

ら
現

場
で

役
立

つ
ノ
ウ

ハ
ウ

ま
で

H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
診

断
士

試
験
合

格
指

南
　

20
0
8年

版
　

日
経

コ
ン

ス
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
編

H
2
0

技
術
士

第
二

次
試

験
建

設
部
門

合
格

指
南

　
2
0
08
年
版

　
日

経
コ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

編
H
2
0

日
経
コ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ン

H
2
0

単
純
ミ

ス
の

防
ぎ

方
　

会
計

検
査
で

指
摘

さ
れ

な
い

た
め

の
秘

け
つ

を
伝

授
H
2
0

現
場
の

失
敗

　
欠

陥
構

造
物
を

生
む

設
計

・
施

工
の

落
と

し
穴

H
2
0

こ
れ
か

ら
始

め
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト
補

習
入

門
講

座
点

検
調
査

編
　

（
ビ

デ
オ

）
H
2
0

こ
れ
か

ら
始

ま
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト
補

習
入

門
講

座
補

修
工
事

編
　

（
ビ

デ
オ

）
H
2
0

こ
れ
か

ら
始

ま
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト
補

習
入

門
講

座
橋

梁
編

　
（

ビ
デ

オ
）

H
2
0

建
設
事

故
H
2
3

建
設
事

故
Ⅱ

H
2
3

道
路
構

造
物

の
点

検
要

領
　
共

通
編

　
土

木
構

造
物

編
平
成

1
7年

1
0月

H
2
0

道
路
構

造
物

の
補

修
要

領
平
成

17
年

4月
H
2
0

超
音
波

自
動

探
傷

検
査

要
領

平
成
5
年
5
月

H
2
0

阪
神

高
速
道
路

公
団

道
路
橋

R
C床

版
の

ひ
び

わ
れ
損

傷
と
耐

久
性

　
平

成
3
年
1
2
月

H
2
0

阪
神
高

速
道

路
に

お
け

る
鋼
橋

の
疲

労
対

策
（

改
訂

版
）

　
平

成
1
7
年
7
月

H
2
0

維
持
管

理
と

耐
久

性
を

考
慮

し
た
鋼

構
造

物
の

計
画

・
設

計
・

施
工

上
の

留
意

点
　

平
成
4
年
9
月

H
2
0

道
路
保

全
要

領
　

平
成

1
8
年
4
月

H
2
0

設
計
要

領
　

　
第

二
集

　
　

　
橋

梁
保

全
編

　
平

成
2
0
年
8
月

H
2
0

鉄
道
構

造
物

等
維

持
管

理
標
準

・
同

解
説

（
構

造
物

編
）

鋼
・

合
成

構
造

物
平
成

1
9
年
1
月

H
2
0

鉄
道
構

造
物

等
維

持
管

理
標
準

・
同

解
説

（
構

造
物

編
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
　

平
成
1
9
年
1
月

H
2
0

鉄
道
構

造
物

等
維

持
管

理
標
準

・
同

解
説

（
構

造
物

編
）

ト
ン

ネ
ル

　
平

成
1
9
年
1
月

H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
早
期

劣
化

と
耐

久
性

診
断

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

耐
久

性
診
断

シ
リ

ー
ズ

１
　

H
2
0

入
門
維

持
管

理
工

学
H
2
1

実
践
建

設
系

ｱ
ｾｯ
ﾄ
ﾏ
ﾈｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝﾄ

H
2
1

入
門
維

持
管

理
工

学
H
2
1

実
践
建

設
系

ｱ
ｾｯ
ﾄ
ﾏ
ﾈｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝﾄ

H
2
1

社
会
資

本
ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

 こ
れ
だ

け
は

知
っ
て

お
き

た
い

  
総

合
評

価
H
2
3

サ
ス
テ

イ
ナ

ブ
ル

社
会

基
盤

構
造
物

H
2
3

現
場
技

術
者

の
た

め
の

　
道
路

橋
維

持
管

理
の

実
際

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

編
）

H
2
0

現
場
技

術
者

の
た

め
の

　
道
路

橋
維

持
管

理
の

実
際

（
下

部
構

造
編

）
H
2
0

都
市
高

速
道

路
に

お
け

る
道
路

橋
の

点
検

・
補

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

H
2
0

理
工
図
書
(
株
)

道
路
橋

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
手
引

き
　

平
成

16
年

8月
H
2
0

(財
)
海

洋
架

橋
・
橋

梁
調

査
会

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

　
20
0
7
年
版

改
訂

資
料

H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

　
20
0
7
年
制

定
ー

維
持

管
理

編
ー

H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

　
20
0
7
年
制

定
ー

施
工

編
ー

H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

　
20
0
7
年
制

定
ー

設
計

編
ー

H
2
0

鋼
構
造

シ
リ

ー
ズ

1
7　

道
路

橋
支
承

部
の

改
善

と
維

持
管

理
技

術
H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書
　

ダ
ム

コ
ン

ク
リ

ー
ト

編
H
2
0

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書
　

規
準

編
　

土
木

学
会

規
準

お
よ

び
関

連
規

準
H
2
0

(公
社
)土

木
学
会

日
経
B
P社

森
北
出
版
(
株
)

山
海

堂

丸
善
(株

)

(
財
)
阪
神
高
速

道
路

管
理

技
術
セ
ン

タ
ー

東
日
本
高
速

道
路
(
株
)

阪
神

高
速
道
路
(
株
)

日
経
B
P社
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複
合
構

造
技

術
の

先
端

ー
そ

の
方

法
と

土
木

分
野

へ
の

適
用

ー
　

複
合

構
造

シ
リ

ー
ズ
0
3

H
2
0

各
種
材

料
の

特
性

と
新

し
い

複
合
構

造
の

性
能

評
価

ー
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ
手

法
を

用
い

た
工
法

分
析

ー
 
複
合

構
造

レ
ポ

H
2
0

ト
ン
ネ

ル
標

準
示

方
書

シ
ー

ル
ド
工

法
・

同
解

説
　

20
0
6
年
制

定
H
2
0

ト
ン
ネ

ル
標

準
示

方
書

開
削

工
法
・

同
解

説
　

20
0
6
年
制

定
H
2
0

舗
装
標

準
示

方
書

2
00
7
年
制

定
H
2
0

ト
ン
ネ

ル
の

変
状

メ
カ

ニ
ズ

ム
H
2
0

ト
ン
ネ

ル
に

お
け

る
　

調
査

・
計
測

の
評

価
と

利
用

H
2
0

構
造
実

験
の

て
び

き
[
20
0
9
年
版

]
H
2
1

土
木
材

料
実

験
指

導
書

 
20
0
9
年
改

訂
版

H
2
1

鋼
構
造

シ
リ

ー
ズ

1
8 
腐

食
し

た
鋼

構
造

物
の
耐

久
性

照
査
マ

ニ
ュ

ア
ル

H
2
1

ト
ン
ネ

ル
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
第
1
4
号
 
ト
ン

ネ
ル

の
維

持
管
理

H
2
1

知
っ
て

お
き

た
い

斜
面

の
は

な
し
Q
＆
A
－

斜
面

と
暮

ら
す

－
H
2
1

2
0
1
0年

制
定

　
コ

ン
ク

リ
ー
ト

標
準

示
方

書
　

規
準

編
「
土
木

学
会

規
準

お
よ

び
関

連
規
準

」
＋

「
J
I
S規

格
集

」
H
2
3

構
造
工

学
シ

リ
ー

ズ
1
5
 
衝
撃

実
験

・
解

析
の

基
礎

と
応
用

H
2
3

コ
ン
ク

リ
ー

ト
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

11
3
号
　

超
高

強
度

繊
維
補

強
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

設
計

・
施

工
指

針
(
案

)
H
2
3

日
本
の

近
代

土
木

遺
産

―
現
存

す
る

重
要

な
土

木
構

造
物

2
80
0
選

H
2
3

構
造
工

学
シ

リ
ー

ズ
2
1
 
歩
道

橋
の

設
計

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

H
2
3

コ
ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書
　

規
準

編
　

JI
S
規
格

集
H
2
0

(
財
)
日
本
規
格

協
会

国
土
交

通
白

書
 
2
0
08
 

H
2
1

国
土
交

通
白

書
２

０
０

９
H
2
1

橋
が
あ

ぶ
な

い
 
迫

り
来

る
大

修
繕

時
代

H
2
3

P
P
P
の
進

歩
形

 市
民
資

金
が
地

域
を

築
く

：
市

民
の

志
と

フ
ァ
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